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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリース

までの変更点や新機能の一部は表に記載されていません。

表 1 :フローティング L3Outの新機能と変更情報

説明特長Cisco
APICの
リリー

スバー

ジョン

同じ VMMドメインを持つ IPv4および IPv6アドレ
スファミリに同じカプセル化を使用できます。VMM
ドメインの展開中に、両方のアドレスファミリが使

用可能な場合、両方が展開されます。

同じ L3Outの IPv4および IPv6
フローティング SVIに同じカ
プセル化を使用するようサポー

トします。

5.2(4)

単一の L3Out SVI/ブリッジドメインを異なるリーフ
スイッチに展開でき、各リーフスイッチが同じSVI/
ブリッジドメインに対して異なるVLANカプセル化
を使用するサポートが利用可能になりました。

さまざまな外部 VLANカプセ
ル化の使用のサポート。さま

ざまな外部カプセル化インス

タンスのすべてが単一のレイ

ヤ 2ドメインの一部として扱
われます。

5.2(3)

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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説明特長Cisco
APICの
リリー

スバー

ジョン

リリース5.2(1)より前のリリースでは、ネクストホッ
プ伝達はBGPでのみサポートされています。リリー
ス 5.2(1)以降のリリースでは、ネクストホップ伝達
は、BGPで再配布される OSPFおよびスタティック
ルートでもサポートされています。

OSPFでサポートされるネクス
トホップ伝達と BGPで再配布
される静的ルート

5.2(1)

BGPで再配布されたルートのACIファブリックで伝
達される複数のネクストホップのサポートが利用可

能です。

BGPで再配布されたルートの
ACIファブリックで伝達され
る複数のネクストホップのサ

ポート

アンカーリーフノードの共通 IPとしてセカンダリ IP
を使用できます。フローティングセカンダリ IPは、
同じフローティング SVIで追加のフローティング IP
サブネットを有効にします。

セカンダリ IPとフローティン
グセカンダリ IP

5.0(1)

物理ドメインを使用すると、VMMドメインを統合
せずに仮想ルータでフローティング L3Out機能を使
用したり、L3Out論理インターフェイスパス構成な
しで物理ルータを使用したりできるようになります。

物理ドメイン

CiscoACIリリース 5.0(1)より前のリリースでは、外
部ルータが非アンカーリーフノードに接続されてい

る場合でも、ACI内部エンドポイントからフローティ
ング L3Outへのトラフィックは、アンカーリーフ
ノードに送られた後、非アンカーリーフノードを通っ

て外部ルータに送られます。これは最適なトラフィッ

クパスではありません。CiscoACIリリース 5.0(1)以
降のリリースでは、ネクストホップ伝達と直接接続

されたホストルートアドバタイジングを使用して、

この最適ではないトラフィックパスを回避できます。

ACI内部エンドポイントから
フローティング L3Outへの最
適ではないトラフィックの回

避

新しいフローティング L3Out機能を使用すると、論
理インターフェイスを指定せずに L3Outを設定でき
ます。これにより、ルーティングを必要とする仮想

デバイス（たとえば、仮想ルータ）を1つのサーバー
から別のサーバーに移動できます。その結果、仮想

デバイスも 1つのリーフスイッチから別のリーフス
イッチに移動します。

VMware VDS Virtual Machine
Manager（VMM）ドメインの
外部ネットワーク接続のフロー

ティングレイヤ 3（L3Out）

4.2(1)

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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第 2 章

Ciscoフローティング L3Outについて

• Ciscoフローティング L3Outについて（3ページ）
•仮想環境の L3Outの構成（3ページ）
•物理ドメインの L3Outの構成（4ページ）
•フローティング L3Outからベネフィットのシナリオ（5ページ）
•フローティング L3Outトポロジおよび用語（5ページ）

Ciscoフローティング L3Outについて
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リリース 4.2(1)以降では、外部ネットワークデバ
イスに接続するための複数のレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）論理インターフェイス
パスを指定する必要がなくなりました。

このフローティング L3Out機能を使用すると、ローカルリーフで L3Outインターフェイスを
指定せずにL3Outを構成できます。この機能により、仮想マシン（特定の仮想ネットワーク機
能を実行する）がホスト間を移動する際に、ルーティングを維持するために複数のL3Out論理
インターフェイスを設定する必要がなくなります。フローティングL3Outは、VMwarevSphere
分散スイッチ（VDS）を持つ VMMドメインで Cisco ACIリリース 4.2(1)からサポートされて
います。

Cisco ACIリリース 5.0(1)以降のリリースでは、物理ドメインもサポートされています。これ
は、同じ単純化された構成を物理ルータの展開や、VMMドメインの一部ではない仮想ルータ
にも使用できることを意味します。

仮想環境の L3Outの構成
外部仮想ルータを接続する場合は、境界リーフスイッチから仮想デバイスが存在するハイパー

バイザのアップリンクへの L3Out論理インターフェイスパスを構成する必要があります。た
だし、ハイパーバイザリソースがクラスタに集約される場合、仮想機能の仮想マシンが常に同

じホストで実行されるという保証はありません。

CiscoApplication Policy InfrastructureController（APIC）リリース 4.2(1)より前のリリースでは、
仮想マシンが移動した場合にルーティング機能を維持するには、境界リーフスイッチから仮想

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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マシンをホストできるすべてのハイパーバイザに、可能な限りL3Out論理インターフェイスを
構成する必要がありました。L3Outスイッチ仮想インターフェイス (SVI)と VLANプログラミ
ングが自動で行われないため、このような追加設定が必要でした。

たとえば、12個のリーフスイッチに拡張したハイパーバイザクラスタがある場合、仮想マシ
ンはその12個のリーフスイッチのすべてに移動する可能性があります。つまり、すべてのリー
フノードインターフェイスから対応するすべてのサーバーにL3Outを展開するポリシーを作成
する必要がありました。

しかしながら、フローティング L3Outを構成するとプロセス全体が簡素化されます。フロー
ティング L3Outを構成すると、ハイパーバイザクラスタが接続されている場合に各 L3Out論
理インターフェイスを構成する必要はありません。

フローティング L3Outのもう 1つの利点は、特定のリーフノード（このドキュメントではア
ンカーリーフノードと呼ばれる）のみが外部ルータとのルーティング隣接関係を確立するこ

とです。このアプローチは、Cisco ACIリーフスイッチと外部ネットワークデバイスの両方の
ピアリングスケールに役立ちます。

図 1 :フローティング L3Out展開の利点

物理ドメインの L3Outの構成
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）リリース5.0(1)以降では、フローティ
ング L3Out機能のサポートも物理ドメインに拡張されています。この機能拡張により、VMM
ドメイン統合をせずに仮想ルータでフローティングL3Out機能を使用したり、L3Out論理イン
ターフェイスパス構成なしで物理ルータを接続したりできます。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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フローティング L3Outからベネフィットのシナリオ
次のリストでは、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）が有効なシナリオ
の例を示しています。フローティングL3Outの構成は、各シナリオで同じです。これらの使用
例では、仮想環境の L3Outの構成（3ページ）で説明されている例に加えて、追加の例を
示します。

•物理ドメイン：物理ルータが異なるリーフノード間を移動しなくても、フローティング
L3Outを利用することで、外部物理ルータが接続されている可能性がある場合に、L3Out
の論理インターフェイス構成がすべてのリーフスイッチ上で不要になるため、構成を簡素

化できます。

•ハイパーバイザクラスタでホストされている仮想ファイアウォールまたは仮想ルータ：リ
ソーススケジューリングと割り当ては動的に管理されます（たとえば、VMwareDistributed
Resource Scheduler（DRS）を使用）。仮想マシン（VM）のホスト境界は、単一のホスト
ではなく、クラスタ自体になります。

•高可用性（HA）を持つ仮想ファイアウォールまたは仮想ルータ：ハイパーバイザ HAメ
カニズムでは、ハイパーバイザクラスタ内の使用可能なホストで失敗した VMを再起動
できます。（たとえば、 VMware HAはこのような機能の具体例です。この HA機能は、
アクティブ/アクティブまたはアクティブ/スタンバイなどのファイアウォールのネイティ
ブ冗長性導入モデルに追加されることに注意してください）。

•複数のルータへの ECMPロードバランシング：フローティング L3Outを使用すると、各
スイッチの L3Out論理インターフェイス構成を必要とせず、異なるリーフスイッチ上に
複数のルータを接続できます。

•メンテナンスモード：ハイパーバイザをアップグレードする必要がある場合、VM管理者
はホストを退避します。つまり、ファイアウォールまたはルータ VMをハイパーバイザ
クラスタの別のホストにライブ移行します。

•ディザスタリカバリ：ストレッチクラスタでは、一部のノードで停止することが予想され
ます。仮想ルータ、仮想ファイアウォール、その他の仮想デバイスなどのVMは、障害が
発生することが予想されない別のホストに移行できます。

フローティング L3Outトポロジおよび用語
このセクションでは、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）機能を使用す
るためのトポロジ例について説明します。この例では、VMMドメインと仮想ポートチャネル
（vPC）の展開を使用していますが、物理ドメインもサポートされており、vPCの使用は必須
ではありません。

•仮想ルータ：仮想ルータは、ルータ、仮想ファイアウォール、または Cisco Application
Centric Infrastructure（ACI）ファブリック上の静的ルートのネクストホップとして使用さ

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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れるか、ACIファブリックとのルーティング隣接関係を確立するその他の仮想デバイスで
す。

•アンカーリーフノード：この例では、アンカーリーフノード（Leaf1および Leaf2）とし
て機能し、外部ルータとのレイヤ 3隣接関係を確立する 2つのリーフスイッチがありま
す。 Cisco ACIリリース6.0(1)の時点で、アンカーリーフノードの検証済み拡張性数は、
L3Outごとに 6です。

アンカーリーフノードは、プライマリ IPアドレスとフローティング IPアドレスを使用
します。必要に応じて、セカンダリ IPアドレスとフローティングセカンダリ IPアドレス
を設定することもできます（これらの IPアドレスの目的については、このドキュメント
の後半のセクションで明確にします）。

•非アンカーリーフノード：この例では、非アンカーリーフノードとして機能する 2つの
リーフスイッチがあります（Leaf3およびLeaf4）。非アンカーリーフノードは、外部ルー
タとの隣接関係を作成しません。これらは、直接接続された外部ルータとアンカーノード

の間を流れるトラフィックの「パススルー」として機能します。ACIリリース 6.0(1)の時
点で、非アンカーリーフノードの検証済みスケーラビリティ数は、L3Outごとに 32で
す。

非アンカーリーフノードはフローティング IPアドレスを使用し、必要に応じてフロー
ティングセカンダリ IPアドレスを持つことができます（これらの IPアドレスはすべての
非アンカーリーフノードで共有されます）。VMware vDSVMMドメインの場合、フロー
ティング IPアドレスは、仮想ルータがリーフノードに接続されている場合にのみ展開さ
れます。それが物理ドメインであり、リーフポートがフローティング L3Outに関連付け
られた L3Outドメインを持つ AEPを使用している場合、フローティング IPアドレスが展
開されます。フローティング IPアドレスは、非アンカーリーフノードの一般的な IPアド
レスです。

L3Outを設定すると、アンカーノードスイッチに L3Outブリッジドメインが作成されます。
この L3Outブリッジドメインは、通常、「L3Outの SVIサブネット」と呼ばれます。VMMド
メインを使用したフローティング L3Outの場合、仮想ルータが非アンカースイッチに接続さ
れているホストに移動すると、 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）は非ア
ンカーリーフスイッチにも L3Outブリッジドメインを展開します。また、非アンカーリーフ
スイッチにフローティング IPアドレス（および必要に応じてフローティングセカンダリ IPア
ドレス）をインストールします。L3Outの下の外部 EPGに別の EPGとのコントラクトがある
場合、EPGへのルートとコントラクトのポリシー適用ルールは、非アンカーリーフスイッチ
にもインストールされます。仮想ルータの場所は変更されますが、アンカーリーフノードと

非アンカーリーフノード間で L3Outブリッジドメインの接続を拡張するACI機能により、ア
ンカーリーフノードに展開された SVIインターフェイスとのルーティング隣接関係を維持で
きます。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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図 2 :フローティング L3Outトポロジの例（外部ルータがアンカーリーフノードのペアに接続されています）

図 3 :フローティング L3Outトポロジの例（外部ルータが非アンカーリーフノードに移動されます）

前述のように、フローティング L3Out構成の一部として定義されているアンカーリーフノー
ドと非アンカーリーフノードは、次の IPアドレスを使用します。

•プライマリ IPアドレス：L3Outの各リーフノード部分の SVIインターフェイスに割り当
てられた一意の IPアドレス（リーフノードの実際の IP）。フローティング L3Outの場
合、各アンカーリーフノードで一意のプライマリ IPアドレスを持つ SVIインターフェイ
スのプロビジョニングが必要であり、外部ルータとのL3Outピアリング隣接関係を確立す
るために使用されます。

•セカンダリ IPアドレス（オプション）：アンカーリーフノードの SVIインターフェイス
に割り当てられる追加の IPアドレス。次の使用例で使用できます。
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•アンカーリーフノードによって共有される共通 IPアドレス。仮想 IPとして機能し、
外部ネットワークデバイスが静的ルーティングを使用して接続されている場合に使用

されます。外部ネットワークデバイスは、静的ルートのネクストホップゲートウェ

イをこの特定の IPに設定します。

•プライマリ IPサブネットに加えてプロビジョニングされたセカンダリ IPサブネット
のアンカーリーフノードごとの一意の IPアドレス。

•セカンダリ IPサブネットのアンカーリーフノードによって共有される共通 IPアドレ
ス（プライマリ IPサブネットについて前述したように、静的ルーティングに使用さ
れます）。

•フローティング（プライマリ）IPアドレス：フローティング IPは、フローティング SVI
のレイヤ3インターフェイスをプログラムするために、アンカーノードと非アンカーノー
ドでプログラムされます。これにより、すべてのアンカースイッチと非アンカースイッ

チで同じMACアドレスがプログラムされ、スイッチが外部ルータから受信したトラフィッ
クをファブリックに直接転送できるようになります。これは、アンカーリーフノードか

らの ARP解像度に使用されます。

•フローティングセカンダリ IPアドレス（オプション）：アンカーリーフノードと非アン
カーリーフノードでプロビジョニングされる共通のIP。同じ外部ブリッジドメイン（SVI）
で複数のサブネットが使用されている場合にのみ使用されます。フローティングセカンダ

リ IPは、外部通信に使用することは想定されていません。

以下の図に例を示します。

•プライマリ IPアドレス：172.16.1.251は Leaf1のプライマリ IPアドレスで、172.16.1.252
は Leaf2のプライマリ IPアドレスです（これらはアンカーリーフノードです）。

•セカンダリ IPアドレス（オプション）：172.16.1.254は Leaf1と Leaf2のセカンダリ IPア
ドレスです。172.16.1.254は、ACIファブリック内に展開された IPサブネット192.168.1.0/24
に到達するために、外部デバイス上の静的ルートのネクストホップとして使用されます。

•フローティング（プライマリ）IPアドレス：172.16.1.250/24は、ARP解像度に使用される
フローティング IPアドレスです。

•同じSVIVLANカプセル化を使用する別のサブネットが必要な場合は、追加のセカンダリ
IPアドレスとフローティングセカンダリ IPアドレスを同じフローティング SVIに追加で
きます。たとえば、セカンダリ IPアドレスとして 172.16.2.254、フローティングセカンダ
リ IPアドレスとして 172.16.2.250です。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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図 4 : IPアドレスの例：セカンダリ IPが静的ルートのネクストホップとして使用されます

非アンカーリーフノードは、外部うーたが非アンカーリーフノード下で移動されている場合

でも、静的ルートで使用されるネクストホップ IP（上記の例では 172.16.1.254）として同じ
MACアドレスを持つフローティング（プライマリ）をインスタンス化し、トラフィックは非
アンカーリーフノードで直接ルーティングされます。

図 5 : IPアドレスの例：静的ルートのネクストホップにセカンダリ IPが使用されています（外部ルータが非アンカー
リーフノードに接続されています）

•トラフィックフロー：外部ルータとアンカーリーフノード間の動的ピアリングまたは静
的ルーティングの使用に関係なく、仮想ルータが移動する前に、アンカーノードを通過す

る外部から内部（L3Out-to-Web）トラフィックがスパインスイッチに移動し、次にをホス
ト 4のWebエンドポイントに移動します。リターントラフィック（Web-to-L3Out）は、
アンカーリーフノードを介して仮想ルータに戻ります。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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図 5 : IPアドレスの例：静的ルートのネクストホップにセカンダリ IPが使用されています
（外部ルータが非アンカーリーフノードに接続されています）（9ページ）で説明さ
れるように仮想ルータが非アンカーLeaf3の下のホスト3に移動する場合、external-to-internal
（L3Out-to-Web）トラフィックは Leaf3を介してファブリックに到着し、スパインスイッ
チを介してホスト 4のWebエンドポイントに到達します。

リターントラフィック（Web-to-L3Out）は、アンカーリーフノードに戻り、次に非アン
カーリーフノードを介して仮想ルータに戻ります（図 6 :アンカーリーフノードに向け
て誘導されるリターントラフィックフロー（10ページ）および図 7 :アンカーリーフ
ノードと非アンカーリーフノード間でのトラフィックフローのバウンス（10ページ）
を参照）。これは、アンカーリーフノードが仮想ルータをビアて外部ルートを学習し、

他のリーフノードにルートを再配布するためです。

図 6 :アンカーリーフノードに向けて誘導されるリターントラフィックフロー

図 7 :アンカーリーフノードと非アンカーリーフノード間でのトラフィックフローのバウンス
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Cisco ACIリリース 5.0を使用すると、この最適ではないパスを回避できます。詳細について
は、「Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィッ
クの回避（13ページ）」を参照してください。

（注）
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第 3 章

Cisco ACI内部エンドポイントからフロー
ティング L3Outへの最適ではないトラ
フィックの回避

• Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィック
の回避（13ページ）

•マルチプロトコル再帰ルート解決のサポート（17ページ）
•外部ルートアドバタイズメント専用デバイスを使用した代替導入モデル（21ページ）

Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Out
への最適ではないトラフィックの回避

Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リリース 5.0(1)以前は、外部ルータが非アンカー
リーフノードの下に接続されている場合でも、外部宛先に送信されたCisco ACI内部エンドポ
イントからのトラフィックはアンカーリーフノードに移動し、非アンカーリーフノードを経

由して外部ルータにリダイレクトされるため、トラフィックパスが最適化されていませんでし

た。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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図 8 :内部 EPGと外部ネットワーク間の最適ではないトラフィックフローの例

CiscoACIリリース5.0(1)以降では、次の 2つの機能を構成することで、このアウトバウンドの
最適ではないトラフィックパスの動作を回避できます。

•ネクストホップ伝達：この構成は、アンカーリーフノードにのみ適用され、これらの外
部プレフィックスをアナウンスする外部ルータのネクストホップ IPアドレスを使用して、
Cisco ACIファブリック内の外部プレフィックスを再配布できるようにします。このよう
にして、コンピューティングリーフノード（図 9 :ネクストホップ伝播が有効な外部プ
レフィックスのアドバタイズメント（15ページ）の例の Leaf4）は、外部ルータの IPア
ドレスをネクストホップとして外部プレフィックス（下の例では 172.16.1.1を使用して到
達可能な 10.0.0.0/8）を受信し、転送テーブルにインストールします。

•直接ホストアドバタイズメントルート制御プロファイル：この構成は、外部ルータが接
続されているすべてのアンカーリーフノードと非アンカーリーフノードに適用されま

す。これにより、これらのリーフノードは、Cisco ACIファブリック（次の例では Leaf3
TEPを使用する 172.16.1.1）内に直接接続されたホストルート（外部ルータの IPを表す）
を再配布できます。これは、コンピューティングノードが再帰ルックアップを実行し、ア

ンカーまたは非アンカーリーフノードに関係なく、外部ルータが接続されているリーフ

ノードにアウトバウンドフローを直接送信できるようにするために重要です。

上記の機能は、VMMドメインではなく、物理ドメインを持つフローティングL3Outsでのみサ
ポートされます。

（注）

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
14

Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィックの回避

Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィックの回避



図 9 :ネクストホップ伝播が有効な外部プレフィックスのアドバタイズメント

図 10 :内部 EPGと外部ネットワーク間の最適化されたトラフィックフロー

Cisco ACIリリース 5.0(1)から 5.2(1)の間では、上記の機能を使用して、外部デバイスとアン
カーノード間のピアリングにeBGPを使用する場合に、この準最適パスを回避できます。Cisco
ACIリリース 5.2(1)以降、この準最適パスの回避は、ピアリングに OSPFを使用する場合、ま
たは静的ルーティングを使用する場合でもサポートされます。

Cisco ACIリリース 6.0(2)以降、上記のアウトバウンドトラフィック最適化機能は、VRF内ト
ラフィックに対してのみサポートされます。コンシューマとプロバイダが異なる VRFにある
VRF間トラフィックはサポートされません。この考慮事項は、EPGから外部 EPGおよび外部
EPGから外部 EPGの両方のコントラクトに適用されます。

上記の例では、アンカーリーフノードとのピアリングと外部ネットワークドメインとの間で

トラフィックを転送するために単一の外部デバイスを使用していますが、異なる外部デバイス
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を使用することもできます。図 11 : OSPFまたは静的ルートを使用して複数の外部ルータを展
開する場合の外部プレフィックスの ECMP（16ページ）は OSPFまたは静的ルートを使用し
た例を示し、図 12 : BGPを使用して複数の外部ルータを展開する場合の外部プレフィックス
の ECMPの欠如（16ページ）は BGPを使用した例を示しています。各外部デバイスは、ア
ンカーリーフノードとのルーティングピアリングを確立して、外部プレフィックス情報をファ

ブリックに伝播できます。

図 11 : OSPFまたは静的ルートを使用して複数の外部ルータを展開する場合の外部プレフィックスの ECMP

図 12 : BGPを使用して複数の外部ルータを展開する場合の外部プレフィックスの ECMPの欠如
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BGPを使用して同じ外部プレフィックスを学習する場合、各外部ルータが同じ外部プレフィッ
クス（この例では 10.0.0.0/8）をアドバタイズしても、それらを受信するコンピューティング
リーフノードはプレフィックスごとに1つのネクストホップのみをインストールします。つま
り、同じ外部プレフィックスに到達するためにECMPを利用することはできません。この制限
は、 Cisco ACIリリース6.0(1)および Cisco ACIフローティング L3Out展開の特定のケースで
は、BGPを使用して学習されたプレフィックスに到達するための外部ネクストホップとして
Cisco ACIリーフノードに 1つの IPアドレスのみをインストールできるためです。この考慮事
項は、IPv4と IPv6の両方に適用されます。

上の図に示すように、外部プレフィックスへの単一の経路がコンピューティングリーフノー

ドにインストールされます。これは、外部ルータが受信した外部プレフィックスへのすべての

パスを正常にインストールできるアンカーリーフノードには当てはまりません。

（注）

外部プレフィックスに到達するためにECMPを活用するためのソリューションは、次のことが
発生するように、すべてのフォワーダノードに同じループバック IPアドレスを展開すること
です。

•すべての外部ルータは、プレフィックスのネクストホップとして同じアドレス（ループ
バックインターフェイスの IPアドレス）を使用して、BGPを介してアンカーリーフノー
ドに特定の外部プレフィックスをアドバタイズするできます。

•アンカーリーフノードは外部プレフィックスを受信し、次の 2つの機能を実行します。

1. 外部プレフィックス情報をACIファブリックに再配布します。各外部ルータで構成さ
れた共通のループバック IPアドレスで表される単一のネクストホップを使用します。

2. 直接接続されたL3Out SVIサブネットの外部ルータ部分の IPアドレスをネクストホッ
プとして、共通ループバック IPアドレスを ACIファブリックに再配布します。この
情報は、外部ルータで確立されたOSPF隣接関係を介してアンカーノードで学習する
か、静的ルートを構成する必要があります。

アンカーノードから上記のコントロールプレーン情報を受信するコンピューティングリーフ

ノードは、 Cisco ACIリリース5.2(1)で導入された「再帰ルート解決」機能を活用して、外部
プレフィックスへのアウトバウンドフローの ECMPの利点を活用できます。この動作につい
ては、次のセクションマルチプロトコル再帰ルート解決のサポート（17ページ）で詳しく説
明します。

マルチプロトコル再帰ルート解決のサポート
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リリース5.2(1)以降では、BGPを使用して受信さ
れ、ファブリックに再配布された外部プレフィックスの再帰ルート解像度を有効にするための

サポートを使用できます。これを実現するには、BGPを介してアンカーリーフノードで学習
された外部プレフィックスのネクストホップとして使用されるループバック IPアドレスを外
部ルータに定義する必要があります。
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図 13 :マルチパスが有効になっているネクストホップ伝達による外部プレフィックスのアドバ
タイズメント（18ページ）では、このような構成の例を示します。外部ルート10.0.0.0/8は、
外部ルータから BGPを使用してアドバタイズされます。外部プレフィックスのネクストホッ
プは、L3Out SVIサブネット（172.16.1.1）に接続されている外部ルータの IPアドレスではな
く、外部ルータで定義され、OSPFを使用して（または静的ルーティングを介して）アドバタ
イズされるループバックアドレスです。これにより、マルチレベルの再帰が発生し、BGPルー
トのネクストホップがOSPFルートを介して解決され、OSPFルートが最終的にCiscoACIファ
ブリック内で形成された直接的な隣接を介して解決されます。

このような場合、前のセクションで説明したネクストホップ伝達およびダイレクトホストア

ドバタイズメントルート制御プロファイルに加えて、追加の機能を有効にする必要がありま

す。

•マルチパスを使用したネクストホップ伝達：これは、アンカーリーフノードが追加の再
帰ルックアップに使用される、OSPF（または静的ルーティング）で学習した外部ルータ
のループバックアドレスをネクストホップ IPアドレスとして、外部プレフィックスをファ
ブリックに再分配することを可能にします。コンピューティングリーフノード（次の例

では Leaf4）は、外部ルータの直接接続された IPアドレスをネクストホップとして使用す
る外部ルータのループバック IPアドレス（次の例では 172.16.1.1を介して 1.1.1.1/32）を
受信します。これは、外部デバイスの背後にある外部ルート（次の例では1.1.1.1を介して
10.0.0.0/8）に到達します。

図 13 :マルチパスが有効になっているネクストホップ伝達による外部プレフィックスのアドバタイズメント
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図 14 :内部 EPGと外部ネットワーク間のトラフィックフローの最適化

同じ外部デバイスを使用して、BGPを使用して外部プレフィックスをアドバタイズし、OSPF
を使用してネクストホップ IPアドレスをアドバタイズできますが、異なるルーティングプロ
トコル（OSPFと BGP）が使用されるため、上記の設計には 2つの L3Outが必要です。たとえ
ば、L3Out-OSPFとL3Out-BGPは、「VRF」カプセル化範囲を使用して、同じVLANカプセル
化を持つ同じフローティングSVIを持つことができます。適切な分類サブネット（たとえば、
この特定の例では 10.0.0.0/8）を持つ外部 EPGは、2つの L3Outのいずれかに対してのみ構成
する必要があります。「VRF」カプセル化範囲の詳細については、「 ACIファブリック L3Out
ガイド」を参照してください。

この例では OSPFを使用していますが、OSPFの代わりに静的ルートを使用することもできま
す。外部ルートのBGPとネクストホップループバック IPアドレスの静的ルートの組み合わせ
である場合は、同じ L3Outで構成できます。

（注）

外部プレフィックスに到達するためのネクストホップとしてループバック IPアドレスを使用
することは、同じ外部ネットワークに接続する外部デバイスをさらに追加する可能性がある場

合に、同じ外部プレフィックスに到達するためにECMP機能を活用して転送規模を拡大できる
ため、有用となります。

前述のように、この記事の執筆時点で利用可能な最新の Cisco ACIリリース6.0(1)では、 Cisco
ACIコンピューティングリーフノードにインストールできるのは、BGPを介してフローティ
ングL3Outで受信した外部プレフィックスのネクストホップ 1つだけです。外部プレフィック
スに到達するために ECMPが必要な場合は、次の操作を実行できます。

• BGPは、すべての外部ルータで構成されているのと同じループバック IPアドレスで表さ
れる、プレフィックスのプライマリネクストホップを 1つ送信します。図 15 :外部プレ
フィックスに到達するためのコンピューティングリーフノードでの複数の再帰ルックアッ
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プ（20ページ）の例では、外部プレフィックス 10.0.0.0/8は、ネクストホップ 1.1.1.1を
使用して BGPビアで学習されます。

•外部プレフィックスの1.1.1.1ネクストホップは、アンカーリーフノードがMP-BGPVPNv4
ファブリックコントロールプレーンでこの情報を再配布するときに保持されます。

•同時に、アンカーリーフノードは、外部ルータと確立された OSPF隣接関係を使用して
1.1.1.1ループバックアドレスを学習します。各ルータは、このようなプレフィックスのネ
クストホップとして、L3OutのSVIサブネットに接続されているローカルインターフェイ
スの IPアドレス（172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）をアドバタイズします。

•一般的なコンピューティングリーフノード（次の図の例のLeaf4）のルーティングテーブ
ルを見ると、最終的に複数の再帰ルーティングルックアップが使用されます。

•外部プレフィックス（10.0.0.0/8）に到達するために、単一のループバックネクスト
ホップアドレス（1.1.1.1）がインストールされています。

• BGPの代わりに OSPFまたは静的ルートがループバックルートに使用されている場
合、複数のパス（異なる外部ルータを識別する172.16.1.1、172.16.1.2、および172.16.1.3
アドレスを使用）を使用して、ループバックネクストホップアドレスに到達できま

す。

•異なるリーフノードのVTEPアドレスは、L3Outの SVIサブネットに直接接続されて
いる外部ルータの IPアドレスに到達するために使用されます。

図 15 :外部プレフィックスに到達するためのコンピューティングリーフノードでの複数の再帰ルックアップ
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外部ルートアドバタイズメント専用デバイスを使用した

代替導入モデル
前の図 15 :外部プレフィックスに到達するためのコンピューティングリーフノードでの複数
の再帰ルックアップ（20ページ）に示したトポロジでは、外部デバイスを使用して、アン
カーリーフノードとのコントロールプレーンの隣接関係を確立し、 Cisco Application Centric
Infrastructure（ACI）ファブリックと外部ネットワークの間でトラフィックを転送します。代
替の展開モデルとして、Cisco ACIファブリックに外部プレフィックスをアドバタイジングす
るために専用の制御ノードデバイスを展開し（BGPルーティングプロトコルを使用して）、
実際のデータパス転送には個別の転送ノードを使用できます。この設計では、展開されている

転送ノードの数に関係なく、外部プレフィックスの追加のコントロールプレーンピアリング

（この例ではBGP）を確立することなく、ノードの数を増やして転送キャパシティをスケール
アップできます。

図 16 :ループバックアドレスを使用して準最適トラフィックを回避するための個別の外部デ
バイスの例（第 1段階） （22ページ）および図 17 :ループバックアドレスを使用して準最
適トラフィックを回避するための個別の外部デバイスの例（第 2段階） （23ページ）は、
OSPFを使用してアドバタイズされるループバックネクストホップアドレスの例を示していま
す。制御ノードは BGPルートアドバタイズメント用で、転送ノードは OSPFルートアドバタ
イズメント用であり、実際のデータパス転送に使用されます。

図 16 :ループバックアドレスを使用して準最適トラフィックを回避するための個別の外部デ
バイスの例（第 1段階） （22ページ）では、構成の準備段階が示されています。その場合、
次のようになります。

• Leaf3と Leaf4は、L3Out-BGPと L3Out-OSPFの両方のアンカーリーフノードです。

• Leaf5と Leaf6は、非アンカーリーフノードです。

• 4つのリーフノード（Leaf3～ Leaf6）すべてにまたがるオレンジと緑の線は、L3Outsの
SVIサブネットの到達可能性を示します（つまり、各 L3Outに関連付けられた外部ブリッ
ジドメインを表します）。

• BGPおよび OSPFセッションは、外部ルータ（コントロールおよび転送ノード）とアン
カーリーフノード（Leaf3および Leaf4）の間にあります。
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図 16 :ループバックアドレスを使用して準最適トラフィックを回避するための個別の外部デバイスの例（第 1段階）

次の図 17 :ループバックアドレスを使用して準最適トラフィックを回避するための個別の外
部デバイスの例（第 2段階） （23ページ）では、プロセスの次の段階が示されています。こ
の段階のプロセス：

•転送ノードは、フローティングSVI動作を使用して、非アンカーリーフノードペア（Leaf5
と Leaf6）に移動しました。

• BGPおよび OSPFプロトコルセッションは、転送ノードの移動後も引き続き外部ルータ
とアンカーリーフノード（Leaf3および Leaf4）の間で確立されます。

•コンピューティングリーフノードは、転送ノードが接続されている非アンカーリーフ
ノードペア（Leaf5と Leaf6）を使用して 172.16.1.1アドレス（ループバックアドレス
1.1.1.1に到達するネクストホップ）を指し示すようになりました。
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図 17 :ループバックアドレスを使用して準最適トラフィックを回避するための個別の外部デバイスの例（第 2段階）

この設計には、次の考慮事項があります。

•転送ノードは、転送ノード IP（つまり、L3OutのSVIサブネットに直接接続されている転
送ノードの IPアドレス）をネクストホップとして、ループバック IPアドレスをアドバタ
イズします。上記の例では OSPFが使用されていますが、静的ルートを使用して、アン
カーリーフノードにループバック IPアドレスのルートを追加できます。

•制御ノードは、ネクストホップとしてループバック IPアドレスを使用して外部プレフィッ
クスをアドバタイズするする必要があります。通常、eBGPはこのために使用されるオプ
ションです。

•制御ノードは、フローティングL3Outまたは通常のL3Outに接続できます。これらの制御
ノードがファブリック内を移動しない物理デバイスである場合は、フローティングL3Out
の代わりに通常の L3Outを使用できます。
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• BGPと OSPFを使用する場合は、同じフローティング SVIサブネットが BGPピアリング
と OSPFネイバーに使用されている場合でも、2つの異なる L3Out（1つは BGP用、もう
1つはOSPF用）を構成する必要があります。これは、フローティングL3Outsに固有のも
のではなく、L3Outsの一般的な考慮事項です。

• Cisco ACIリリース6.0(1)の時点で、Cisco ACIフローティング L3Outの場合、BGPを使用
して学習したプレフィックスに到達するための外部ネクストホップとして Cisco ACIリー
フノードに 1つの IPアドレスのみをインストールできます。この考慮事項は、IPv4と
IPv6の両方に適用されます。すべての転送ノードに同じループバック IPアドレスを展開
することで、外部プレフィックスに到達するために ECMPを活用できます。例：

•制御ノードで実行されている BGPは、外部プレフィックスの 1つのプライマリネク
ストホップをアンカーリーフノードに送信します（たとえば、1.1.1.1を介して
10.1.0.0/16）。

•アンカーリーフノードと非アンカーリーフノード（Leaf1、Leaf2、および Leaf3な
ど）は、そのループバックネクストホップアドレスに到達するために使用できる直

接ルートをファブリックに再配布します（たとえば、1.1.1.1は 172.16.1.1, 172.16.1.2
および 172.16.1.3を使用して到達可能です）。

•ネクストホップ伝達が有効になっている場合、同じECMPパスを持つ同じ外部プレフィッ
クスをアドバタイジングする複数の制御ノードの展開は、CSCwd28918の影響を受けま
す。詳細はフローティング L3Outの概要の考察事項と制限事項（75ページ）を参照して
ください。
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第 4 章

フローティング L3Outsの構成

•フローティング L3Outsの構成（25ページ）
•フローティング L3Outを構成するためのワークフロー（26ページ）

フローティング L3Outsの構成
このセクションでは、フローティングL3Out機能を活用するために必要な特定の構成ステップ
について説明します。以下のさまざまなセクションでは、ソフトウェアとハードウェアの要

件、VMMまたは物理ドメインの外部デバイス部分を使用したフローティング L3Outの展開、
外部接続接続先への準最適なトラフィックパスを回避するために必要な特定の構成、およびこ

のタイプの通信のパスに対して複数の等コストを活用する方法について説明します。

ソフトウェア要件

• VMMドメインを使用したフローティングL3Outには、CiscoApplication Policy Infrastructure
Controller（APIC）リリース 4.2(1)以降が必要です。

•物理ドメインを使用したフローティング L3Outには、Cisco APICリリース 5.0(1)以降が必
要です。

•準最適パスを回避するには、次の Cisco APICリリースが必要です。

•外部プレフィックスのネクストホップが直接接続された IPの場合：

• BGPを使用したネクストホップ伝達には、 Cisco APICリリース 5.0(1)以降が必
要です。

• OSPFおよびスタティックルートを使用したネクストホップ伝達には、CiscoAPIC
リリース 5.2(1)以降が必要です。

•外部プレフィックスのネクストホップが直接接続された IPではなく、ループバック
アドレス（マルチプロトコル再帰ルート解像度）の場合は、CiscoAPICリリース5.2(1)
以降が必要です。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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ハードウェア要件

正しいリーフスイッチがあることを確認してください。フローティングL3Outは、次のトップ
オブラックスイッチをサポートしていません。

• Cisco Nexus 9332PQ

• Cisco Nexus 9372PX

• Cisco Nexus 9372TX

• Cisco Nexus 9396PX

• Cisco Nexus 9396TX

• Cisco Nexus 93120TX

• Cisco Nexus 93128TX

• Cisco Nexus 9372PX-E

• Cisco Nexus 9372TX-E

フローティング L3Outでは、アンカーノードと非アンカーノードとして第 2世代リーフス
イッチを使用する必要があります。上記の第1世代スイッチは、アンカーノードまたは非アン
カーノードとして構成できません。ただし、フローティング L3Outがプロビジョニングされ
ていない場合、第 1世代スイッチを非境界リーフスイッチまたは計算リーフスイッチとして
使用できます。

フローティング L3Outを構成するためのワークフロー
このセクションでは、VMware vSwitch分散スイッチ（VDS）または物理ドメインを使用する
ときに、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）を構成するために実行する
必要があるタスクの概要について説明します。

•注意事項と考慮事項を読んで理解してください。

フローティング L3Outの考察事項と制限事項（75ページ）の項を参照してください。

•ソフトウェアおよびハードウェアの要件など、すべての前提条件を満たします。

フローティング L3Outsの構成（25ページ）の項を参照してください。

•ドメインを構成します。

GUIを使用したドメインの構成（27ページ）の項を参照してください。

•フローティング L3Outを構成します。

手順「フローティング L3Outの作成（37ページ）」を参照してください。

• L3Out構成が正しいことを確認します。

L3Out構成の検証（56ページ）の項を参照してください。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
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第 5 章

GUIを使用したドメインの構成

• GUIを使用したドメインの構成（27ページ）
• GUIを使用したレイヤ 3ドメインの作成（29ページ）
• GUIを使用した既存の L3Outドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（31ページ）
• GUIを使用した物理ドメインの作成（31ページ）
• GUIを使用した既存の物理ドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（32ページ）
• GUIを使用した VMware VDSの VMMドメインを作成する（33ページ）
• GUIを使用した既存の VMMドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（34ページ）

GUIを使用したドメインの構成
このセクションでは、ドメインを構成するために必要な実行するタスクの概要を説明します。

このドキュメントでは、インターフェイスアクセスポリシーとAEP（AttachableEntity Profile）
の構成方法については説明しません。これについては、他のドキュメントを参照してくださ

い。外部ルータが接続されるインターフェイスのインターフェイスアクセスポリシーに AEP
がすでに関連付けられていることを前提としています。AEPには、このセクションで構成また
は変更したドメインを含める必要があります。

•レイヤ 3ドメインを作成し、フローティング L3Outに使用する静的 VLAN範囲に VLAN
プールを関連付けます。

手順「GUIを使用したレイヤ 3ドメインの作成（29ページ）」を参照してください。

使用するレイヤ 3ドメインをすでに作成しているが、フローティングL3Out用に利用可能な静
的 VLAN範囲がない場合は、手順「GUIを使用した既存の L3Outドメイン VLANプールの
VLAN範囲の構成（31ページ）」を使用して静的 VLAN範囲を持つ VLANプールを追加し
ます。

（注）

•物理ドメインまたはVMware VDSVirtualMachineManager（VMM）ドメインを作成し、フ
ローティング L3Out用に使用する静的カプセル化 VLAN範囲を含む VLANプールを指定
します。物理ドメインまたはVMMドメインの使用は、外部ルータの特定のフォームファ
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クタによって異なります（物理外部ルータと仮想外部ルータを組み合わせて展開すること

も可能です）。

物理ドメインの作成については、手順「GUIを使用した物理ドメインの作成（31ペー
ジ）」を参照してください。

VMMドメインの作成については、手順「GUIを使用した VMware VDSの VMMドメイ
ンを作成する（33ページ）」を参照してください。

使用する VMMドメインまたは物理ドメインをすでに作成しているが、フローティング L3Out
用に利用可能な静的 VLAN範囲がない場合は、手順「GUIを使用した既存の VMMドメイン
VLANプールの VLAN範囲の構成（34ページ）」を使用して静的 VLAN範囲を持つ VLAN
プールを作成します。

（注）

ドメイン構成には、次の考慮事項があります。

•すべてのドメインに関連付けられた VLANプールには、静的 VLAN範囲が含まれている
必要があります。ドメインごとに異なる VLANプールを定義することも、すべてのドメ
インで使用される共通のVLANプールを定義することもできます。また、VLAN範囲は、
VMMドメインまたは物理ドメインのVLANプールと同じである必要があります。たとえ
ば、L3Outドメインと Virtual Machine Manager (VMM)または物理ドメインの VLAN範囲
は、VLAN 200～209を含む必要があります。

•物理ドメインを使用したフローティング L3Outには、Cisco Application Policy Infrastructure
Controller（APIC）リリース 5.0(1)以降が必要です。

•それが物理ドメインであり、フローティング IPアドレスが、物理ドメインに加えてリー
フポートがフローティング L3Outに関連付けられた L3Outドメインを持つ AEPを使用す
る場合に展開されます。

図 18 :フローティング L3Outの L3Outドメインと VMMドメインの使用（29ページ）次に、
フローティング L3Outの L3Outドメインと VMMドメインを持つ AEPの例を示します。
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図 18 :フローティング L3Outの L3Outドメインと VMMドメインの使用

図 19 :フローティング L3Outの L3Outドメインと物理ドメインの使用（29ページ）次に、フ
ローティング L3Outの L3Outドメインと物理ドメインを持つ AEPの例を示します。

図 19 :フローティング L3Outの L3Outドメインと物理ドメインの使用

GUIを使用したレイヤ 3ドメインの作成
レイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）を作成する前に、レイヤ 3ドメインを作成します。
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手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）] > に移動します。

ステップ 3 [ポリシー（Policies）]ナビゲーションウィンドウで、[物理ドメインと外部ドメイン（Physical and External
Domains）]を展開し、[L3ドメイン（L3 Domains）]フォルダを右クリックして、[L3ドメインの作成
（Create L3 Domain）]をクリックします。

ステップ 4 [vCenterドメインの作成（Create vCenter Domain）]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、プロファイルの名前を入力します。
b) [関連付けられたアタッチ可能なエンティティプロファイル（Associated Attached Entity Profile）]ド

ロップダウンリストで、アタッチ可能なエンティティプロファイルを作成します。

適用可能なエンティティプロファイルを作成する場合は、[適用可能なエンティティプロファイルの
作成（Create Attachable Entity Profile）]ダイアログのフィールドに適切な値を入力します。?アイ
コンをクリックして、オンラインヘルプファイルの各フィールドの説明を表示します。

（注）

- VMMドメインを使用したフローティング SVI展開の場合、インターフェイス（アンカーおよび非
アンカー）の AEPには、レイヤ 3ドメインと VMMドメインの両方が必要です。

-物理ドメインを使用したフローティングSVI展開の場合、アンカーノードインターフェイスのAEP
には、レイヤ 3ドメインと物理ドメインの両方が必要です。

c) [VLAN Pool]ドロップダウンリストから、[Create VLAN Pool]を選択します。
d) [VLANプールの作成（Create VLAN Pool）]ダイアログボックスで、[名前（Name）]フィールドに

名前を入力します。

e) [割り当てモード（Allocation Mode）]フィールドで、モードを選択します。
f) [Encapブロック（Encap Blocks）]エリアで、[+]（プラス）アイコンをクリックします。
g) [範囲の作成（Create Ranges）]ダイアログボックスで、VLANプールの範囲を入力します。

（注）

この手順の最初にある VLANプール範囲の構成に関する注記を参照してください。

h) [割り当てモード（Allocation Mode）]フィールドで、[静的割り当て（Static Allocation）]を選択し
ます。

i) [OK]をクリックします。
j) [VLANプールの作成（Create VLAN Pool）]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

ステップ 5 [L3ドメインの作成（Create vCenter Domain）]ダイアログボックスで [送信（Submit）]をクリックしま
す。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
30

GUIを使用したドメインの構成

GUIを使用したレイヤ 3ドメインの作成



GUIを使用した既存のL3OutドメインVLANプールのVLAN
範囲の構成

使用するレイヤ3ドメインをすでに作成している場合は、この手順を使用して、既存のフロー
ティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)のVLAN範囲を構成します。フローティング
L3Outを使用するには、正しい設定を持つレイヤ 3ドメインのVLANプールを構成する必要が
あります。

はじめる前に

レイヤ 3ドメインを作成しておく必要があります。手順を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）]に移動します。

ステップ 3 [ポリシー（Policies）]ナビゲーションウィンドウで、[物理ドメインと外部ドメイン（PhysicalandExternal
Domains）]と [L3ドメイン（L3 Domains）]フォルダを展開し、[レイヤ 3ドメイン（Layer 3 domain）]
をクリックします。

ステップ 4 中央の [L3ドメイン（L3 Domain）]作業ペインで、[VLANプール（VLAN Pool）]ドロップダウンリス
トから既存の VLANプールを選択します。

ステップ 5 [Encapブロック（Encap Blocks）]エリアで、[+]（プラス）アイコンをクリックします。

ステップ 6 [範囲の作成（Create Ranges）]ダイアログボックスで、VLANプールの範囲を入力します。

ステップ 7 [割り当てモード（Allocation Mode）]フィールドで、[静的割り当て（Static Allocation）]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Create VLAN Pool]ダイアログボックスで、[Submit]をクリックします。

ステップ 10 中央の [ドメイン（Domain）]作業ペインで、[送信（Submit）]をクリックします。

次のタスク

GUIを使用した既存の L3Outドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（31ページ）また
は GUIを使用した既存の物理ドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（32ページ）

GUIを使用した物理ドメインの作成
このセクションでは、CiscoApplication Centric Infrastructure（ACI）GUIを使用した物理ドメイ
ンの作成方法について説明します。
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）]をクリックします。

ステップ 2 ナビゲーションバーから、[物理ドメインと外部ドメイン（Physical and External Domains）]を展開しま
す。

ナビゲーションバーに [物理ドメイン（Physical Domains）]フォルダが表示されます。

ステップ 3 ナビゲーションバーで、[物理ドメイン（Physical Domains）]フォルダを右クリックし、[物理ドメインの
作成（Create Physical Domain）]を選択します。

[物理ドメインの作成（Create Physical Domain）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [物理ドメインの作成（Create Physical Domain）]ダイアログの各フィールドに適切な値を入力します。

（注）

?をクリックして、オンラインヘルプファイルの各フィールドの説明を表示します。

ステップ 5 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

次のタスク

GUIを使用した VMware VDSの VMMドメインを作成する（33ページ）。

GUIを使用した既存の物理ドメイン VLANプールの VLAN
範囲の構成

物理ドメインのVLAN範囲を構成するには、次の手順を活用します。正しい設定を持つドメイ
ンのVLANプールを構成する必要があります。前述のように、L3Outドメイン用に以前に作成
した VLANプールを再利用することもできます。

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）]に移動します。

ステップ 3 [ポリシー（Policies）]ナビゲーションウィンドウで、[物理ドメインと外部ドメイン（PhysicalandExternal
Domains）]と [物理ドメイン（Physical Domains）]フォルダを展開し、ドメインを選択します。

ステップ 4 中央の [物理ドメイン（Physical Domains）]作業ペインで、[VLANプール（VLAN Pool）]ドロップダウ
ンリストから既存の VLANプールを選択します。

ステップ 5 [Encapブロック（Encap Blocks）]エリアで、[+]（プラス）アイコンをクリックします。
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ステップ 6 [範囲の作成（Create Ranges）]ダイアログボックスで、VLANプールの範囲を入力します。

ステップ 7 [割り当てモード（Allocation Mode）]フィールドで、[静的割り当て（Static Allocation）]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Create VLAN Pool]ダイアログボックスで、[Submit]をクリックします。

ステップ 10 中央の [ドメイン（Domain）]作業ペインで、[送信（Submit）]をクリックします。

次のタスク

GUIを使用した既存の VMMドメイン VLANプールの VLAN範囲の構成（34ページ）。

GUIを使用した VMware VDSの VMMドメインを作成する

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [仮想ネットワーキング（Virtual Networking）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ナビゲーションウィンドウで、[VMMドメイン（VMM Domains）]を展開
し、[VMware]を右クリックし、[vCenterドメインの作成（Create vCenter Domain）]を選択します。

または、[インベントリ（Inventory）]ナビゲーションウィンドウで [クイックスタート（Quick Start）]を
選択し、中央の作業ペインで [（VMwareハイパーバイザ）vCenterドメインプロファイルの作成（(VMware
hypervisor) Create a vCenter Domain Profile）]を選択することもできます。

ステップ 4 Create vCenter Domainダイアログボックスで、次の手順を実行します:

a) Virtual Switch Nameフィールドに名前を入力します。

b) [仮想スイッチエリア（Virtual Switch Area）]で、[VMware vSphere分配スイッチ（VMware vSphere
Distributed Switch）]を選択します。

c) [関連付けられたアタッチ可能なエンティティプロファイル（Associated Attachable Entity Profile）]ド
ロップダウンリストで、新しい AEPを作成するか、以前に作成したプロファイルを選択します。

手順については、『Cisco APIC基本構成ガイド』の「グローバル接続可能なアクセスエンティティの
プロファイルの作成」を参照してください。

d) VLAN Poolドロップダウンリストで、VLANプールを選択するか、作成します。
e) [vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）]エリアで [+] (プラス)アイコンをクリックし、[vCenter
クレデンシャルの作成（Create vCenter credential）]ダイアログボックスで次の手順に従います。[名
前（Name）]フィールドに VMware vCenterアカウントプロファイル名を入力し、[ユーザー名
（Username）]フィールドにVMware vCenterユーザ名を入力し、VMware vCenterのパスワードの入力
と確認入力を行ってから、[OK]をクリックします。

f) [vCenter]エリアで [+]（プラス）アイコンをクリックし、[vCenterコントローラの作成（Create vCenter
Controller）]ダイアログボックスで次の手順に従います。VMWare vCenterコントローラ名、VMWare
vCenterのホスト名か IPアドレス、DVSのバージョン、データセンター名（VMware vCenterで設定さ
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れたデータセンター名と一致している必要があります）を入力し、前の手順で作成したログイン情報

を選択して、[OK]をクリックします。
g) 設定に応じて、残りのフィールドに入力します。
h) Create vCenter Domainダイアログボックスで Submitをクリックします。

VMware作業ウィンドウには、新しく作成された VMMドメインが表示されます。これは VMware
vCenterにプッシュされます。

次のタスク

レイヤ 3ドメインプロファイルをまだ作成していない場合は作成します。手順「GUIを使用
したレイヤ 3ドメインの作成（29ページ）」を参照してください。

GUIを使用した既存のVMMドメインVLANプールのVLAN
範囲の構成

使用する Virtual Machine Manager (VMM)ドメインをすでに作成している場合は、この手順を
使用して、既存のフローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)のVLAN範囲を構成
します。フローティング L3Outを使用するには、正しい設定を持つ VMMドメインの VLAN
プールを構成する必要があります。

始める前に

VMMドメインプロファイルを作成しておく必要があります。手順「GUIを使用した VMware
VDSの VMMドメインを作成する（33ページ）」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [仮想ネットワーキング（Virtual Networking）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ナビゲーションウィンドウで、[VMM Domains]および [VMware]フォルダ
を展開し、関連する VMMドメインを選択します。

ステップ 4 中央の [ドメイン（Domain）]作業ペインで、[VLANプール（VLAN Pool）]ドロップダウンリストから
既存の VLANプールを選択します。

ステップ 5 [Encapブロック（Encap Blocks）]エリアで、[+]（プラス）アイコンをクリックします。

ステップ 6 [範囲の作成（Create Ranges）]ダイアログボックスで、VLANプールの範囲を入力します。

（注）

この手順の最初にある VLANプール範囲の構成に関する注記を参照してください。

ステップ 7 [割り当てモード（Allocation Mode）]フィールドで、[静的割り当て（Static Allocation）]を選択します。
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Create VLAN Pool]ダイアログボックスで、[Submit]をクリックします。

ステップ 10 中央の [ドメイン（Domain）]作業ペインで、[送信（Submit）]をクリックします。

次のタスク

レイヤ 3ドメインをまだ作成していない場合は作成します。GUIを使用したレイヤ 3ドメイン
の作成（29ページ）の項を参照してください。
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第 6 章

フローティング L3Outの作成

•フローティング L3Outの作成（37ページ）
• VMMドメインを使用した構成ステップ（40ページ）
•セカンダリ IPの構成（41ページ）
• GUIを使用した OSPFおよび BGPの異なる L3Outsの構成例（42ページ）

フローティング L3Outの作成
この手順の手順に従って、フローティングL3Out機能を使用してレイヤ 3外部ネットワーク接
続 (L3Out)を作成します。VMMドメインのフローティング L3Outを構成すると、構成により
次の名前のポートグループがVMware VDSに作成されます。<Tenant>|<L3Out name> | [VLAN
番号（VLAN Number）]を選択します。仮想ルータを管理者する管理者は、仮想ルータ vNIC
をこのポートグループに接続します。

始める前に

L3Outを作成する前に、次のタスクを実行しておく必要があります。

•インターフェイスアクセスポリシー、アクセス可能な接続エンティティのプロファイル
（AEP）、およびレイヤ 3ドメインを構成しておきます。

• VMMドメインまたは物理ドメインを作成しておきます。

手順

物理ドメインの構成ステップ：

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [テナント（Tenants）] > を選択します。

ステップ 3 テナントナビゲーションペインで [ネットワーキング（Networking）]を展開し、[L3Outs]を右クリック
して [L3Outの作成（Create L3Out）]を選択します。
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ステップ 4 [L3Outの作成]ダイアログボックスの、1. [アイデンティティ（Identity）] ダイアログボックスで、次の手
順を実行します。

a) Nameフィールドに、L3Outの名前を入力します。
b) [VRF]ドロップダウンリストから仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）のインスタンス
を選択または作成します。

c) [L3ドメイン（L3 Domain）]ドロップダウンリストから、前に作成したレイヤ 3ドメインを選択しま
す。

d) ダイアログボックスの右側で、1つまたは複数のルーティングプロトコルをクリックし、デフォルトを
受け入れるか、セットアップに合わせてルーティングを構成します。

[BGP]または [OSPF]を選択できます。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [L3Outの作成（Create L3Out）]ダイアログボックスの、2. [ノードとインターフェイス（Nodes and
Interfaces）]ダイアログボックスで、次のステップを実行します。

a) [デフォルトの使用（Use Defaults）]チェックボックスで、デフォルトのインターフェイス名とノー
ドポリシー名を受け入れる場合はオンのままにするか、カスタム名を作成する場合はオフにします。

ユーザーは、デフォルトを選択するか、インターフェイスおよびノードポリシーのカスタム名を作

成できます。

b) [インターフェイスタイプ（Interface Types）]フィールドで、[フローティング SVI（Floating SVI）]
を選択します。

c) [ドメインタイプ（Domain Type）]オプションから、[物理（Physical）]を選択します。

d) [Domain]ドロップダウンリストで、ドメインを選択します。
e) [フローティングアドレス（Floating Address）]フィールドに、フローティング IPアドレスを入力し

ます。

フローティング IPアドレスは、非アンカーリーフノードの一般的な IPアドレスです。これは、ルー
タがデータパスを介して非アンカーのトップオブラックスイッチに接続されている場合に、ルータ

を見つけるために使用されます。

f) [カプセル化（Encap）]エリアの [整数値（Integer Value）]フィールドに、静的VLAN範囲から目的
の VLANを入力します。

g) [MTU]フィールドで、外部ネットワークの最大伝送単位（MTU）を入力します。

範囲は 1500～ 9216です。値継承を使用できます。これは、ファブリック L2MTUポリシーに構成さ
れた値を継承します。デフォルト値は 9000です。値を継承するには、[MTU]フィールドに「継承」
と入力します。

h) [ノード（Nodes）]領域で、[ノード ID（NodeID）]ドロップダウンリストからアンカーリーフスイッ
チのノードを選択します。

i) [ルータ ID]フィールドに、OSPFまたは BGPに使用するルータのアドレスを追加します。
j) [ループバックアドレス（Loopback Address）]フィールドで、ルータ IDと同じデフォルトを受け入

れるか、別のループバックアドレスを追加します。

k) [IPアドレスプライマリ（IP Address Primary）]フィールドに、アンカーリーフスイッチのプライマ
リ IPアドレスを入力します。
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（注）

外部ルータが仮想ポートチャネル（vPC）リーフアンカーノードの背後に接続されている場合は、
vPCピアリーフを 2番目のアンカーノードとして追加してください。

l) （オプション）アンカーリーフノードを追加するには、[ループバックアドレス（LoopbackAddress）]
フィールドの隣の [+]（プラス記号）をクリックします。

ステップ 6 [L3Outの作成（Create L3Out）]ダイアログボックスの、3. [プロトコル（Protocols）]ダイアログボック
スで、次の手順を実行します。

a) [プロトコルの関連付け（Protocol Associations）]エリアで、必要に応じて項目を構成します。

たとえば、OSPFプロトコルを選択した場合は、OSPFポリシーを選択します。

BGPプロトコルを選択した場合は、次の構成を使用できます。

•ピアアドレス（Peer Address）：ピア IPアドレスを入力します

• EBGP Multihop TTL（EBGPマルチホップ TTL）：接続の存続可能時間（TTL）を入力します。
範囲は 1〜 255ホップです。ゼロの場合、TTLは指定されません。デフォルトは 1です。

•リモートASN（RemoteASN）：ネイバー自律システムを固有に識別する番号を入力します。自律
システム番号は、1〜 4294967295のプレーン形式で 4バイトにすることができます。

詳細については、『レイヤ 3構成ガイド』を参照してください。

b) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [L3Outの作成（Create L3Out）]ダイアログボックスの、4. [外部 EPG（External EPG）]ダイアログボッ
クスで、次の手順を実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、外部 EPGの名前を入力します。
b) [提供されたコントラクト（Provided Contract）]ドロップダウンリストから、コントラクトを選択また
は作成します。

c) [消費したコントラクト（Consumed Contract）]ドロップダウンリストから、コントラクトを選択また
は作成します。

d) [すべての外部ネットワークのデフォルトのEPG（Default EPG for all external network）]チェックボッ
クスで、オンのままにするか、オフにし、特定のサブネットを追加します。

e) [Finish（完了）]をクリックします。

次のタスク

フローティング L3Outが Cisco APICに存在すること、およびポートグループが VMware VDS
に存在することを確認します。手順「L3Out構成の検証（56ページ）」を参照してくださ
い。
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VMMドメインを使用した構成ステップ

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

ステップ 2 [テナント（Tenants）] > を選択します。

ステップ 3 テナントナビゲーションペインで [ネットワーキング（Networking）]を展開し、[L3Outs]を右クリック
して [L3Outの作成または既存の L3Outの使用（Create L3Out or use an existing L3Out）]を選択します。

ステップ 4 [論理インターフェイスプロファイル（Logical Interface Profiles）]フォルダを選択し、[インターフェイス
プロファイルの作成（Create Interface Profile）]を右クリックします。

a) 名前を付けます。
b) [Floating L3Out SVI（Floating L3Out SVI）]をセレクトし、[+]を選択します。

c) [フローティング L3Outの選択（Select Floating L3Out） ]ダイアログボックスで、アンカーノードを
選択し、プライマリ IPアドレスを割り当てます。[IPアドレスプライマリ（IP Address Primary）]
フィールドに、アンカーリーフスイッチのプライマリ IPアドレスを入力します。

注：外部ルータが仮想ポートチャネル（vPC）リーフアンカーノードの背後に接続されている場合は、
vPCピアリーフをアンカーノードとして追加してください。フローティング L3Outの場合、各 vPCピ
アリーフは個別のアンカーノードとして個別に入力する必要があります。

d) [パス属性（Path Attributes）]を入力します。これは、フローティング L3Outを VMMドメインに関連
付ける構成です。

e) [ドメインタイプ（Domain Type）]に [物理（Physical）]をセレクトします。

f) VMMドメインを選択します。
g) ポートグループの [拡張 LAGポリシー（Enhanced LAG Policy）]を選択します。これは、仮想化ホス
トのポートグループの ELACPチーミング構成です。仮想化ホスト Vmnicが ELACPで構成され、[パ
ス属性（Path Attributes）]構成で正しい ELACPが選択されていない場合、vRouterとACIリーフノー
ド間のトラフィック転送は動作しません。

h) VLAN範囲からカプセル化 VLANを入力します（VMMドメイン VLANプールの静的範囲で定義され
た VLANのみが許可されます）。

i) [フローティングアドレス（Floating Address）]フィールドに、フローティング IPアドレスを入力し
ます。フローティング IPアドレスは、非アンカーリーフノードの一般的な IPアドレスです。これは、
ルータがデータパスを介して非アンカーのトップオブラックスイッチに接続されている場合に、ルー

タを見つけるために使用されます。

ステップ 5 [L3Outの作成（Create L3Out）]ダイアログボックスの、4. [外部 EPG（External EPG）]ダイアログボッ
クスで、次の手順を実行します。

a) [名前（Name）]フィールドに、外部 EPGの名前を入力します。
b) [提供されたコントラクト（Provided Contract）]ドロップダウンリストから、コントラクトを選択ま
たは作成します。
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c) [消費したコントラクト（Consumed Contract）]ドロップダウンリストから、コントラクトを選択また
は作成します。

d) [すべての外部ネットワークのデフォルトのEPG（Default EPG for all external network）]チェックボッ
クスで、オンのままにするか、オフにし、特定のサブネットを追加します。

e) [Finish（完了）]をクリックします。

次のタスク

フローティング L3Outが Cisco APICに存在すること、およびポートグループが VMware VDS
に存在することを確認します。手順「L3Out構成の検証（56ページ）」を参照してくださ
い。

セカンダリ IPの構成
このセクションでは、フローティングSVIの論理インターフェイスプロファイルを作成して、
オプションのセカンダリ IPを作成する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）]> [tenant_name]> [ネットワーキング（Networking）]>
[L3Outs]> [L3Out_name]> [論理ノードプロファイル（Logical Node Profiles）]> [ogical_node_profile_name]>
[論理インターフェイスプロファイル（Logical Interface Profiles）] > [logical_interface_profile_name]の順
に移動します。

[論理インターフェイスプロファイル（Logical Interface Profile）]画面が作業ペインに表示されます。

ステップ 2 作業ペインで、[フローティング SVI]タブをクリックします。

ステップ 3 [アンカーリーフノード（anchor leaf node）]をダブルクリックします。

[フローティング SVI]ダイアログが表示されます。

ステップ 4 [IPv4セカンダリ / IPv6追加アドレス（IPv4 Secondary / IPv6 Additional Addresess）]フィールドを見つけ、
[+]をクリックし、 [アドレス（Address）]および [IPv6 DAD]フィールドを有効にして適切な値を入力し
ます。

（注）

• Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）リリース 5.0(1)以降のリリースでは、IPv6 DAD
および ND RAプレフィックスはデフォルトで無効になっています。

• ?アイコンをクリックして、ヘルプファイルを開き、各フィールドの説明を確認してください。

ステップ 5 完了したら、[OK]をクリックします。
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GUIを使用した OSPFおよび BGPの異なる L3Outsの構成
例

使用するレイヤ3ドメインをすでに作成している場合は、この手順を使用して、既存のフロー
ティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)の OSPFおよび BGPを構成します。OSPFと
BGPの両方がルートを Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）ファブリックに再配布す
る必要がある場合は、次のように、2つの異なる L3OutでOSPFとBGPを構成する必要があり
ます。

このシナリオは、フローティングL3Outだけでなく、標準のL3Outにも適用できることに注意
してください。

（注）

始める前に

レイヤ 3ドメインを作成しておく必要があります。手順「GUIを使用したレイヤ 3ドメイン
の作成（29ページ）」を参照してください。

手順

BGPプロトコルのみを有効にして (l3out-bgp)、次の設定で最初の L3Outを作成します。

例

1. l3out-bgpで、Select SVIまたは Select Floating SVIページに移動します。

[テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ネットワーキング（Networking）] >
[L3Outs] > [l3out-bgp] > [論理ノードプロファイル（Logical Node Profiles）] >
[log_node_prof_name] > [論理インターフェイスプロファイル（Logical Interface
Profiles）]> [log_int_prof_name]、その後 [SVI]または [フローティングSVI（Floating
SVI）]タブの [+]で、以下を構成します。

• [Encap]フィールドで、VLAN設定を構成します。

• BGPの L3Outと OSPFの L3OutがフローティングSVIに同じ VLANカプセル
化識別子を使用する場合は、[範囲のカプセル化（Encap Scope）]フィールド
で [VRF]を選択します。

2. [l3out-bgp]（[テナント（Tenants）]> \[テナント名（tenant_name）]> [ネットワー
キング（Networking）]> [L3Outs]> [l3out-bgp]> [論理ノードプロファイル（Logical

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
42

フローティング L3Outの作成

GUIを使用した OSPFおよび BGPの異なる L3Outsの構成例



Node Profiles）] > [論理ノードプロファイル名（log_node_prof_name）] > [構成済
みノード（Configured Nodes）]）の下でループバックを構成します。

3. l3out-bgpアンカーリーフノードと外部ルータの間に BGPピアを作成します。こ
の例では、ループバック IPアドレス間で BGPピアリングを使用します。ループ
バック IPアドレスが BGPピアリングに使用されている場合は、OSPFまたは静的
ルートを使用して、ループバック IPアドレスへのルートがアンカーリーフノー
ドと外部ルータで使用可能であることを確認します。

4. BGPピア接続プロファイルエリアで、インポートルート制御プロファイルを構成
します。

Tenants > tenant_name >Networking >L3Outs >BGP_L3Out >Logical Node Profiles >
logical_node_profile_name >Logical Interface Profiles > logical_interface_profile_name >
bgp_peer_connectivity_profile_name

このルートマップを使用して、外部ルータのループバック IPアドレスがインポー
トされていないことを確認します。

5. BGPピア接続プロファイルエリアでエクスポートルート制御プロファイルを構成
します。

Tenants > tenant_name >Networking >L3Outs >BGP_L3Out >Logical Node Profiles >
logical_node_profile_name >Logical Interface Profiles > logical_interface_profile_name >
bgp_peer_connectivity_profile_name

この外部ルート制御プロファイルには、ファブリックからエクスポートするため

に必要なすべてのルートを含める必要がありますが、このルートマップで l3out-bgp
のループバック IPアドレスをエクスポートしないでください（l3out-bgpのループ
バック IPアドレスはエクスポートが一致ルールの一部ではないか、ルートマップ
に l3out-bgpのループバック IPアドレスを拒否する明示的な拒否エントリが必要
です）。

6. OSPFプロトコルのみを有効にして（l3out-ospf）、次の設定で 2番目の L3Outを
作成します。

1. l3out-ospfで、Select SVIまたは Select Floating SVIページに移動します。

Tenants > tenant_name > Networking > L3Outs > l3out-ospf > Logical Node
Profiles > log_node_prof_name > Logical Interface Profiles > log_int_prof_name、
その後、in the SVIまたは Floating SVIタブで+

次に、以下を構成します。

• [Encap]フィールドで、VLAN設定を構成します。

• BGPの L3OutとOSPFの L3OutがフローティングSVIに同じVLANカプセ
ル化識別子を使用する場合は、[範囲のカプセル化（EncapScope）]フィー
ルドで [VRF]を選択します。

2. l3out-ospfからの l3out-bgpのループバックを含む、必要なすべての直接ルー
トをエクスポートするエクスポートルートマップを作成します。
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[テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ネットワーキング
（Networking）] > [L3Outs] > [l3out-ospf]で、右クリックして [ルート制御の
インポートおよびエクスポートのルートマップの作成（Create Route Map For
Import and Export Route Control）]を選択し、次に [デフォルトエクスポート
（default-export）]を選択します。

この default-exportの一致条件は、必要なすべてのルートと l3out-bgpのルー
プバック IPアドレスである必要があります。

3. [インポートルート制御の適用（Import Route Control Enforcement）]がL3Out
で明示的に構成されていない限り、外部ノードのループバック IPアドレスは
ACIファブリックで学習されます。[インポートルート制御の適用（Import
Route Control Enforcement）]が L3Outで構成されている場合、このデフォル
トインポートの一致条件には、必要なすべてのルートと外部ノードのループ

バック IPアドレスが含まれている必要があります。

[テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ネットワーキング
（Networking）] > [L3Outs] > [l3out-ospf] > [ルート制御のインポートおよびエ
クスポートのルートマップ（Route map for import and export route control）]>
[デフォルトインポート（default-import）] > [コンテキスト（Contexts）] > [コ
ンテキスト名（context_name）] > [関連付けられた一致ルール（Associated
Matched Rules）]
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第 7 章

Cisco APIC GUIを使用した ACI内部エンド
ポイントからフローティング L3Outへの最
適ではないトラフィックの回避の構成

•最適でないトラフィックを回避するフローティングL3Outを構成するためのワークフロー
（45ページ）

• L3Outのネクストホップ伝達の構成（48ページ）
• L3Outの直接接続ホストルートアドバタイジングの構成（51ページ）
• BGPアドレスファミリコンテキストポリシーのローカル最大 ECMPパスの増加（53
ページ）

• L3Outでのネクストホップ伝達とマルチパスの構成（54ページ）
• L3Out構成の検証（56ページ）

最適でないトラフィックを回避するフローティングL3Out
を構成するためのワークフロー

このセクションでは、図 20 :ネクストホップが直接接続された準最適トラフィックフローを
回避する構成例（46ページ）および図 21 :再帰ルックアップで準最適トラフィックフロー
を回避する構成例（47ページ）に例として示されているトポロジを使用して、最適ではない
トラフィックを回避するフローティングL3Outの高レベルな構成手順の概要について説明しま
す。その他のトポロジの例については、「最適でないトラフィックとECMPを回避したトポロ
ジ例（83ページ）」を参照してください。

次の図は、直接接続されたネクストホップの例を示しています。外部プレフィックスがアン

カーリーフの外部ルータから学習された場合でも、内部 EPG Webから発信されたアウトバウ
ンドトラフィックフローは外部ルータが物理的に接続されているリーフに直接送信されてい

ることを示しています。
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図 20 :ネクストホップが直接接続された準最適トラフィックフローを回避する構成例

上記の最適なトラフィック転送動作を実現するには、次の構成手順が必要です。

1. L3Outでのネクストホップ伝播の構成：アンカーリーフノードが、アンカーリーフノー
ドの TEPアドレスではなく、ネクストホップ IPアドレス（この例では外部デバイスの IP
アドレス）を使用して外部ルートを再配布できるようにします。したがって、コンピュー

ティングリーフノード（上記の例では Leaf4）は、外部ルータの IPアドレスをネクスト
ホップとして使用する外部ルート（この特定の例では 172.16.1.1を介して 10.0.0.0/8）を受
信します。

詳細については、セクション L3Outのネクストホップ伝達の構成（48ページ） を参照

してください。

2. ネクストホップ伝達を有効にする必要がある外部プレフィックス（上記の例では10.0.0.0/8）
と一致するルートマップの一致ルールを定義します。

3. 同じルートマップの設定ルールを定義して、外部プレフィックス のネクストホップ伝播
を有効にします。

4. 一致ルールと設定ルールを参照するルート制御用のルートマップを作成して、外部プレ
フィックスのネクストホップ伝達を有効にします。

5. ルートマップを L3Outに適用します。これは、特定のピアリングメカニズム（BGP、
OSPF、またはスタティックルーティング）に応じて、さまざまな方法で実行されます。

•外部プレフィックス（上記の例では 10.0.0.0/8）が BGPをビア学習される場合：外部
ルートが BGPをビアて交換される L3Outの BGPピア接続プロファイルのルート制御
プロファイルでルートマップを選択します。

•外部プレフィックス（上記の例では 10.0.0.0/8）がOSPFをビア学習される場合：外部
ルートが OSPFを介して交換される L3Outのインターリークの [ルートプロファイル
（Route Profile）]でルートマップを選択します。
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•外部プレフィックス（上記の例では 10.0.0.0/8）が静的ルーティング構成で既知の場
合：静的ルートが構成されている L3Outの再配布用のルートプロファイルでルート
マップを選択します。

6. L3Outでの直接接続ホストルートアドバタイジングの構成：外部ルータが物理的に接続さ
れているリーフノードが、CiscoApplication Centric Infrastructure（ACI）ファブリック（こ
の例では172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）に直接接続されたホストルートを再
配布できるようにします。 1.3）。L3Outの直接接続ホストルートアドバタイジングの構
成（51ページ）を参照してください。

•ルートマップの一致ルールを作成して、外部ルータが直接接続されている L3Outの
SVIサブネットのプレフィックスを指定します（上記の例では 172.16.1.0/24）。

• L3Outの SVIサブネットに直接接続されているルータのアドレスのホストルートアド
バタイズメントを有効にするために、一致ルールを参照するルート制御用のルート

マップを作成します。

•外部デバイスが接続されている L3Outの [再配布のルートプロファイル（Route Profile
for Redistribution）]ボックスでルートマップを選択します。

外部プレフィックスのネクストホップがL3OutのSVIサブネットに直接接続されていない場合
（たとえば、外部ルータでループバックをネクストホップとして使用する場合）、追加の再帰

ルックアップを有効にするために追加の構成が必要です。図 21 :再帰ルックアップで準最適
トラフィックフローを回避する構成例（47ページ）に例を示します。BGPアドレスファミ
リコンテキストポリシーのローカル最大 ECMPパスの増加（53ページ）を参照してくださ
い。

図 21 :再帰ルックアップで準最適トラフィックフローを回避する構成例

以下の構成手順は、この機能を有効にするために必要です。
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• BGPアドレスファミリコンテキストポリシーの「ローカル最大 ECMP」を増やす：アン
カーリーフノードからファブリックに外部ルートを再配布するときに、 Cisco ACIファブ
リックで最大パス数を増やすことができます。

• L3Outでネクストホップ伝播とマルチパスを構成します。

•ルートマップの一致ルールを作成して、ネクストホップ伝達とマルチパスを有効にす
るプレフィックスを指定します（上記の例ではループバックアドレス 1.1.1.1/32）。

•ネクストホップ伝播とマルチパスを有効にするルートマップの設定ルールを作成しま
す。

•特定のループバック IPプレフィックスのネクストホップ伝達とマルチパスを有効に
するために、一致ルールと設定ルールを参照するルート制御用のルートマップを作成

します。

•ネクストホップアドレス（上記の例では 1.1.1.1）がOSPF経由で学習される場合：外
部ルートが OSPF経由で交換される L3Outの [インターリークのルートプロファイル
（Route Profile for Interleak）]ボックスでルートマップを選択します。

•ネクストホップアドレス（上記の例では 1.1.1.1）が静的ルートをビア学習される場
合：静的ルートが構成されているL3Outの [再配布用ルートプロファイル（RouteProfile
for Redistribution）]ボックスでルートマップを選択します。

準最適フローを回避するために必要な機能の有効化には、次の考慮事項があります。

• Cisco ACIリリース5.0(1)以降が必要です。

•外部プレフィックスのネクストホップがL3OutのSVIサブネットに直接接続されていない
が、再帰ルックアップが必要な場合は、 Cisco ACIリリース5.2(1)以降が必要です。

•ネクストホップ伝播を機能させるには、フローティング L3Outが VMMドメインではな
く、物理ドメインにある必要があります。

• OSPFと BGPの両方がルートをACIファブリックに再配布する必要がある場合は、2つの
異なる L3Outで OSPFと BGPを構成する必要があります。たとえば、OSPF L3Outはファ
ブリックがネクストホップループバックアドレスを学習するために必要ですが、BGP
L3Outはネクストホップアドレスをビアて到達可能な外部プレフィックスを受信するため
に使用されます。

L3Outのネクストホップ伝達の構成
このセクションでは、ルートマップの一致ルールと設定ルールを作成し、ルートマップを作成

し、BGPピア接続プロファイルでルート制御プロファイルを構成し、再配布用のルートプロ
ファイルを構成する方法について説明します。以下で説明している構成ステップは、図 20 :ネ
クストホップが直接接続された準最適トラフィックフローを回避する構成例（46ページ）で
示されるようにネットワークトポロジおよび例を参照します。
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始める前に

次を設定する必要があります。

•物理ドメインを使用したフローティングL3Out（ネクストホップ伝播の場合、フローティ
ング L3Outは VMMドメインではなく、物理ドメインに存在する必要があります）。

• BD、EPG、および EPGと L3Out EPG間のコントラクト

手順

ステップ 1 ルートマップの一致ルールを作成するには：

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ポリシー
（Policies）] > [プロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [一致ルール（MatchRules）]を右クリックし、[ルートマップの一致ルールの作成（CreateMatchRule
for Route Map）]を選択します。

[一致ルールの作成（Create Match Rule）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。

d) [プレフィックスの一致（Match Prefix）]サマリテーブルを見つけ、[+]をクリックして [IP]、[説明
（Description）]、[集計（Aggregate）]、[マスクより大きい（GreaterThanMask）]、[マスク未満（Less
Than Mask）]フィールドにアクセスし、適切な値を入力します。

（注）

• IPサブネットには、外部ルータがアドバタイズするサブネットを含める必要があります（この例
では 10.0.0.0/8）。

• ?アイコンをクリックして、ヘルプファイルを開き、各フィールドの説明を確認してください。

e) 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 2 ルートマップの設定ルールを作成するには、次の手順を実行します。

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ポリシー
（Policies）] > [プロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [設定ルール（Set Rules）]を右クリックし、[ルートマップの設定ルールの作成（Create Set Rules for
Route Map）]を選択します。

作業ペインに [ルートマップの設定ルールの作成]ダイアログが表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) クリックして、[ネクストホップ伝達（Next Hop Propagation）]チェックボックスをオンにします。
e) 完了したら、[終了]をクリックします。

ステップ 3 ルート制御のためのルートマップを作成するには：

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ポリシー
（Policies）] > [プロトコル（Protocol）]に移動します。
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b) [ルート制御のルートマップ（Route Maps for Route Control）]を右クリックし、[ルート制御のルート
マップの作成（Create Route Maps for Route Control）]を選択します。

作業ペインに [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログ
が表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログの [コンテキス
ト（Contexts）]サマリテーブルから [+]をクリックして、[ルート制御コンテキストの作成（Create
Route Control Context）]ダイアログにアクセスします。

e) [ルート制御コンテキストの作成（Create Route Control Context）]ダイアログで、[関連付けられた一
致ルール（Associated Match Rules）]の [+]記号をクリックして [ルール名（Rule Name）]フィールド
にアクセスし、手順 1で作成した [一致ルール（Match Rule）]を選択します。

f) [ルート制御コンテキストの作成（Create Route Control Context）]ダイアログで、[設定ルール（Set
Rule）]ドロップダウンメニューをクリックし、手順 2で作成した [設定ルール（Set Rule）]を選択し
ます。

g) 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

外部プレフィックスのネクストホップがBGPをビア学習された場合は、ステップ 4に進みます。外部プレ
フィックスのネクストホップが OSPFをビア学習された場合は、ステップ 5に進みます。外部プレフィッ
クスのネクストホップがスタティックルートをビア学習された場合は、ステップ 6に進みます。

ステップ 4 BGPピア接続プロファイルでルート制御プロファイルを構成するには：

（注）

ネクストホップ伝達ポリシーは、BGPの L3Outで BGPピア接続ポリシーに適用する必要があります。

a) ナビゲーションウィンドウから、[テナント（Tenants）]> [テナント名（tenant_name）]> [ネットワー
キング（Networking）]> [L3Outs]> [L3Out_name]> [論理ノードプロファイル（Logical Node Profiles）]>
[論理ノードプロファイル名（logical_node_profile_name）] > [論理インターフェイスプロファイル
（Logical Interface Profiles）]> [論理インターフェイスプロファイル名（logical_interface_profile_name]>
[bgp_peer_connectivity_profile_name）]に移動します。

[BGPピア接続プロファイル（BGP Peer Connectivity Profile）]のプロパティが作業ペインに表示され
ます。

b) [BGPピア接続プロファイル（BGP Peer Connectivity Profile）]ウィンドウの [ルート制御プロファイ
ル（Route Control Profile）]オプションから、[+]をクリックします。

[名前（Name）]および [方向（Direction）]オプションが有効になっています。

c) [名前（Name）]ドロップダウンメニューをクリックして、手順 3で作成したルートマップを指定しま
す。

d) [方向（Direction）]ドロップダウンメニューをクリックし、[ルートインポートポリシー（Route Import
Policy）]を選択します。

e) 完了したら、[更新（Update）]をクリックします。

ステップ 5 OSPFルートが学習される L3Outでインターリークのルートプロファイルを構成するには：

a) ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）]> [tenantname]> [ネットワーキング（Networking）]
> [L3Outs] > [l3Out name]に移動します。
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b) [ポリシー（Policy）]タブをクリックし、次に [メイン（Main）]サブタブをクリックします。
c) [インターリークのルートプロファイル（Route Profile for Interleak）]フィールドを見つけ、ステッ
プ 3の [ルートマップ（route-map）]を選択します。

d) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 6 静的ルートが構成されている場合 L3Outで再配布用のルートプロファイルを構成するには：

a) ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）]> [tenantname]> [ネットワーキング（Networking）]
> L3Outs] > [l3Out_name]に移動します。

b) [ポリシー（Policy）]タブをクリックし、次に [メイン（Main）]サブタブをクリックします。
c) [再配布用のルートプロファイル（Route Profile for Redistribution）]のサマリテーブルから、[+]をク
リックします。ソースマップとルートマップのオプションが有効になっています。

d) [ソース（Source）]ドロップダウンメニューをクリックして、スタティックを指定します。

e) [ルートマップ（Route Map）]ドロップダウンメニューをクリックして、ステップ 3で作成したルー
トマップを指定します。

f) 完了したら、[更新（Update）]をクリックします。

次のタスク

L3Outの直接接続ホストルートアドバタイジングの構成（51ページ）

L3Outの直接接続ホストルートアドバタイジングの構成
セクションでは、SVIL3Outネットワークへの接続用に外部ルータで定義された特定の IPアド
レスをファブリック内でアドバタイズするするために、ルートマップの一致ルールと設定ルー

ルを作成し、ルートマップを作成し、再配布用のルート制御プロファイルを構成する方法につ

いて説明します。以下で説明している構成ステップは、図 20 :ネクストホップが直接接続さ
れた準最適トラフィックフローを回避する構成例（46ページ）で示されるようにネットワー
クトポロジおよび例を参照します。

始める前に

次を設定する必要があります。

•物理ドメインを使用したフローティング L3Out（直接接続ホストルートアドバタイズメ
ントの場合、フローティング L3Outは VMMドメインではなく、物理ドメインに存在する
必要があります）。

• BD、EPG、および EPGと L3Out EPG間のコントラクト

手順

ステップ 1 ルートマップの一致ルールを作成するには：
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a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ポリシー
（Policies）] > [プロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [一致ルール（MatchRules）]を右クリックし、[ルートマップの一致ルールの作成（CreateMatchRule
for Route Map）]を選択します。

[一致ルールの作成（Create Match Rule）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) [プレフィックスの一致（Match Prefix）]サマリテーブルを見つけ、[+]をクリックして [IP]、[説明
（Description）]、[集計（Aggregate）]、[マスクより大きい（GreaterThanMask）]、[マスク未満（Less
Than Mask）]フィールドにアクセスし、適切な値を入力して、外部ルータ IPを構成します。この例
では、IPアドレスは 172.16.1.1です。

（注）

?アイコンをクリックして、ヘルプファイルを開き、各フィールドの説明を確認してください。

e) 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 2 ルート制御のためのルートマップを作成するには：

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [テナント名（tenant_name）] > [ポリシー
（Policies）] > [プロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [ルート制御のルートマップ（Route Maps for Route Control）]を右クリックし、[ルート制御のルート
マップの作成（Create Route Maps for Route Control）]を選択します。

作業ペインに [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログ
が表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログの [コンテキス
ト（Contexts）]サマリテーブルから [+]をクリックして、[ルート制御コンテキストの作成（Create
Route Control Context）]ダイアログにアクセスします。

e) [ルート制御コンテキストの作成（Create Route Control Context）]ダイアログで、[関連付けられた一
致ルール（Associated Match Rules）]の [+]記号をクリックして [ルール名（Rule Name）]フィールド
にアクセスし、手順 1で作成した一致ルール（Match Rule）を選択します。

f) 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 3 L3Outでの再配布用のルート制御プロファイルを設定するには、次の手順を実行します。

a) ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ネットワーキング
（Networking）] > [L3Outs] > [l3Out_name]に移動します。

作業ペインに l3_outside_nameウィンドウが表示されます。

b) [再配布用のルートプロファイル（Route Profile for Redistribution）]のサマリテーブルから、[+]をク
リックします。

ソースマップとルートマップのオプションが有効になっています。

c) [ソース（Source）]ドロップダウンメニューをクリックして、接続されたホストを指定します。

d) [ルートマップ（Route Map）]ドロップダウンメニューをクリックして、ステップ 2で作成したルー
トマップを指定します。
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e) 完了したら、[更新（Update）]をクリックします。

BGPアドレスファミリコンテキストポリシーのローカ
ル最大 ECMPパスの増加

この手順は、Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）ファブリックでルートを再配布する
ためのパスの最大数を構成します。外部プレフィックスのネクストホップが直接接続されたホ

ストではなく、再帰ルックアップが必要な場合は、この手順を実行します。以下で説明してい

る構成ステップは、図 21 :再帰ルックアップで準最適トラフィックフローを回避する構成例
（47ページ）で示されるようにネットワークトポロジおよび例を参照します。

手順

ステップ 1 Cisco ACIファブリックでルートを再配布するためのパスの最大数を構成します。これは、[マルチパス
（Multipath）]フィールドを構成する前に必要な手順です。L3Outでのネクストホップ伝達とマルチパス
の構成（54ページ）のステップ 3を参照してください。

ステップ 2 [テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ポリシー（Policies）] > [プロトコル（Protocol）] > [BGP] > [BGP
アドレスファミリコンテキスト（BGP Address Family Context）]に移動します。

ステップ 3 [BGPアドレスファミリコンテキストポリシーの作成（Create BGP Address Family Context Policy）]ダ
イアログボックスで、次のタスクを実行します。

a) [Name]フィールドにポリシーの名前を入力します。

たとえば、 redistr-mpathと入力します。

b) [ローカルの最大 ECMP（Local Max ECMP）]フィールドを見つけて、境界リーフスイッチで学習し
た静的ルートまたは OSPFプロトコルルートをMP-BGPファブリックに再配布する際に選択する必要
があるパス（ECMPネクストホップ）の最大数を設定します。

このフィールドのデフォルト値は 0で、Local Max ECMP設定が無効であることを示します。この設
定を有効にするには、0より大きい値を入力します。有効範囲は 1～ 16です。

（注）

このシナリオでは、[ホストルートリークを有効にする（Enable Host Route Leak）]オプションを選択
しないでください。これは、マルチプロトコルの再帰ネクストホップ伝達を構成する場合はサポート

されません。

c) エントリを更新した後、[Submit]をクリックします。

ステップ 4 [テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ネットワーキング（Networking）] > [VRF] > > [vrf_name]に移
動します。

ステップ 5 対象の VRFの設定の詳細を確認します。
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ステップ 6 [アドレスファミリごとの BGPコンテキスト（BGP Context Per Address Family）]フィールドを見つけ、
[BGPアドレスファミリタイプ（BGPAddress Family Type）]領域で、IPv4 unicast address familyまたは IPv6
unicast address familyを選択します。

ステップ 7 [BGPアドレスファミリコンテキスト（BGP Address Family Context）]ドロップダウンリストで作成し
た [BGPアドレスファミリコンテキスト（BGP Address Family Context）]に関連付け、それをサブジェク
ト VRFに関連付けます。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

L3Outでのネクストホップ伝達とマルチパスの構成
この手順では、ルートマップの一致ルールと設定ルールを作成し、ルートマップを作成し、

外部プレフィックスのネクストホップが学習される（または到達可能）L3Outのルート制御プ
ロファイルを構成します（OSPFまたは静的ルーティングを使用）。この手順は、外部プレ
フィックスのネクストホップが直接接続されたホストではなく、再帰ルックアップが必要な場

合に必要です。以下で説明している構成ステップは、図 21 :再帰ルックアップで準最適トラ
フィックフローを回避する構成例（47ページ）で示されるようにネットワークトポロジお
よび例を参照します。

始める前に

次の項目を構成します。

•物理ドメインを使用したフローティングL3Out。ネクストホップ伝達の場合、フローティ
ング L3Outは VMMドメインではなく、物理ドメインに存在する必要があります。

• OSPFとBGPの両方がルートをCisco Application Centric Infrastructure（ACI）ファブリック
に再配布する必要がある場合は、2つの異なる L3Outで OSPFと BGPを構成します。

•外部プレフィックスの BD、EPGおよび EPGと L3Out EPG間のコントラクト。

手順

ステップ 1 ルートマップの一致ルールを作成するには：

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ポリシー（Policies）] > [プ
ロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [一致ルール（Match Rules）]を右クリックし、[ルートマップの一致ルールの作成（Create Match Rule
for Route Map）]を選択します。

[一致ルールの作成（Create Match Rule）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) [プレフィックスの一致（Match Prefix）]概要テーブルを見つけ、[+]をクリックして [IP]、[説明
（Description）]、[集計（Aggregate）]、[マスクより大きい（GreaterThanMask）]、[マスク未満（Less
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Than Mask）]フィールドにアクセスし、外部プレフィックスに到達するためにネクストホップとして
利用可能な、外部ルータのループバック IPアドレスに一致する値を入力します。

e) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 2 ルートマップの設定ルールを作成するには、次の手順を実行します。

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ポリシー（Policies）] > [プ
ロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [設定ルール（Set Rules）]を右クリックし、[ルートマップの設定ルールの作成（Create Set Rules for
Route Map）]を選択します。

作業ペインに [ルートマップの設定ルールの作成]ダイアログが表示されます。

c) [名前（Name）]フィールドに名前を入力します。
d) クリックして、[ネクストホップ伝達（Next Hop Propagation）]および [マルチパス（Multipath）]
チェックボックスをオンにします。

•ネクストホップ伝達：このオプションを選択して、外部 BGPピアによってアドバタイズされたネ
クストホップアドレスをファブリックに伝達します。このオプションを有効にしない場合、境界

リーフスイッチのトンネルエンドポイント（TEP）が他のリーフスイッチのネクストホップとして
使用されます。

•マルチパス：このオプションを選択して、ネクストホップの変更されていない再配布を実行する
場合に、特定のルートの再配布のために複数のパス（ECMPネクストホップ）を選択する必要が
あるかどうかを指定します。使用されるパスの数は、[BGPアドレスファミリコンテキストポリ
シーのローカル最大 ECMPを増やす（Increase Local Max ECMP in BGP Address Family Context
Policy）]で構成した [ローカル最大 ECMP（Local Max ECMP）]フィールドに入力した値に基づ
きます。

e) 完了したら、[終了]をクリックします。

ステップ 3 ルート制御のためのルートマップを作成するには：

a) ナビゲーションウィンドウから [テナント（Tenants）] > [tenant_name] > [ポリシー（Policies）] > [プ
ロトコル（Protocol）]に移動します。

b) [ルート制御のルートマップ（Route Maps for Route Control）]を右クリックし、[ルート制御のルート
マップの作成（Create Route Maps for Route Control）]を選択します。

作業ペインに [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログ
が表示されます。

c) [Name]フィールドに名前を入力します。
d) [ルート制御のルートマップの作成（Create Route Maps for Route Control）]ダイアログの [コンテキ
スト（Contexts）]概要テーブルから [+]をクリックして、[ルート制御コンテキストの作成（Create
Route Control Context）]ダイアログにアクセスします。

e) [ルート制御コンテキストの作成（Create Route Control Context）]ダイアログで、[関連付けられたマッ
プルール（Associate Map Rules）]の [+]記号をクリックして [ルール名（Rule Name）]フィールドに
アクセスし、ステップ 1で作成した [一致ルール（Match Rule）]を選択します。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
55

Cisco APIC GUIを使用した ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィックの回避の構成

L3Outでのネクストホップ伝達とマルチパスの構成



f) [ルート制御コンテキストの作成（Create Route Control Context）]ダイアログで、[設定ルール（Set
Rule）]ドロップダウンメニューをクリックし、手順 2で作成した [設定ルール（Set Rule）]を選択し
ます。

g) 完了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

外部プレフィックスのネクストホップが OSPFから学習された場合は、ステップ 4に進みます。外部プレ
フィックスのネクストホップが静的ルートから学習された場合は、ステップ 5に進みます。

ステップ 4 OSPFルートが学習される L3Outでインターリークのルートプロファイルを構成するには、次の手順を実
行します。

a) ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）] >[tenant_name] > [ネットワーキング
（Networking）] > [L3Outs] > [L3Out名（L3Out name）]に移動します。

b) [ポリシー（Policy）]タブをクリックし、次に [メイン（Main）]サブタブをクリックします。
c) [インターリークのルートプロファイル（Route Profile for Interleak）]フィールドを見つけ、ステップ

3の [ルートマップ（route map）]を選択します。
d) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 5 静的ルートが構成されている L3Outで再配布用のルートプロファイルを構成するには、次の手順を実行し
ます。

a) ナビゲーションペインから、[テナント（Tenants）] >[tenant_name] > [ネットワーキング
（Networking）] > [L3Outs] > [L3Out名（L3Out name）]に移動します。

b) [ポリシー（Policy）]タブをクリックし、次に [メイン（Main）]サブタブをクリックします。
c) [再配布用のルートプロファイル（Route Profile for Redistribution）]のサマリテーブルから、[+]をク
リックします。

ソースマップとルートマップのオプションが有効になっています。

d) [ソース（Source）]ドロップダウンメニューをクリックして、静的を指定します。

e) [ルートマップ（Route Map）]ドロップダウンメニューをクリックして、ステップ 3で作成したルー
トマップを指定します。

f) 完了したら、[更新（Update）]をクリックします。

L3Out構成の検証
フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）を構成したら、VMware vCenterでの
ポートグループの作成とCiscoApplication Policy Infrastructure Controller（APIC）でのリーフノー
ド構成を確認します。

VMware vCenterのフローティング L3Outポートグループの検証
VMMドメインを持つフローティング L3Outである場合は、VMware vCenterのレイヤ 3外部接
続 (L3Out)用にポートグループが生成されていることを確認します。
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始める前に

VMMドメインでフローティング L3Outを構成しておく必要があります。

手順

ステップ 1 VMware vCenterにログインします。

ステップ 2 データセンターと VMware VDSに移動し、VMware VDSを展開してポートグループを表示します。

ステップ 3 左側のナビゲーションウィンドウで、L3Out用に生成されたポートグループを見つけます。

ポートグループの名前は、Tenant_name|L3Out_name|VLAN-numberの形式です。

たとえば、テナント名が Floating、L3Out名が ExtConnect1、VLAN番号が 205の場合、ポートグループ名
は Floating|ExtConnect1|205です。

ステップ 4 [サマリ（Summary）]タブで、VLAN IDが VLAN範囲の最後の番号と同じであること、および分散ポー
トグループの詳細の情報が正しいことを確認します。

次のタスク

Cisco APIC GUIを使用してリーフノードのフローティング L3Outの検証（57ページ）

Cisco APIC GUIを使用してリーフノードのフローティング L3Outの検証
リーフノードに正しい IPアドレスがあることを確認します。

始める前に

フローティング L3Outを構成しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [ファブリック（Fabric）] > [インベントリ（Inventory）]に移動します。

ステップ 3 [インベントリ（Inventory）]ナビゲーションウィンドウで、[pod]、[anchor_leaf_node]、[インターフェ
イス（Interfaces）]フォルダ、[外部 SVIインターフェイス（External SVI Interfaces）]フォルダを展開
します。

ステップ 4 フローティング L3Outのインターフェイスをクリックします。

名前の形式はvlan-VLAN_IDにする必要があります。たとえば、レイヤ 3およびVMMドメイン用に設
定した VLANが 205の場合、インターフェイスの名前は vlan-205です。
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ステップ 5 [ルーテッド VLANインターフェイス（Routed Vlan Interface）]の中央の作業ペインで、IPアドレスが
プライマリ IPアドレスであり、インターフェイスが稼働中であることを確認します。

ステップ 6 リーフスイッチの実際の VLANに属するインターフェイス VLAN IDに注意してください。

VLAN IDは、中央の作業ペインの [プロパティ（Properties）]リストの上部に表示されます。

ステップ 7 [インベントリ（Inventory）]ナビゲーションウィンドウの [インターフェイス（Interfaces）]フォルダ
で、[物理インターフェイス（Physical Interfaces）]フォルダを選択します。

ステップ 8 [インターフェイス（Interfaces）]中央の作業ペインで、[物理インターフェイス（Physical Interfaces）]タ
ブを選択します。

ステップ 9 [物理インターフェイス（Physical Interfaces）]を選択します（たとえば、eth 1/8および eth 1/9）。
Oper Vlans列を展開し、メモした VLAN IDがリストにあることを確認します。

ステップ 10 手順 3で非アンカーリーフノードを選択して、非アンカーリーフノードに対してこの手順を繰り返しま
す。
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第 8 章

SVIでの複数のL3Outのカプセル化のサポー
ト

• SVIでの複数の L3Outのカプセル化のサポート（59ページ）
•非アンカーノードで設定される異なる VLANカプセル化の単一フローティング SVI（61
ページ）

• SVIを使用した L3Outsの複数カプセル化の注意事項と制限事項（65ページ）
• GUIを使用して SVIおよびフローティング SVIで複数の L3Outのカプセル化を構成する
（67ページ）

• CLIを使用して SVIで複数の L3Outのカプセル化を設定する（72ページ）
• REST APIを使用した複数の SVI付き L3Outのカプセル化の設定（73ページ）

SVIでの複数の L3Outのカプセル化のサポート
同じカプセル化 VLANを使用する異なるリーフスイッチ上の SVIインターフェイスで L3Out
が設定されている場合、SVI VLANは同じ VXLANネットワーク識別子（VNID）にマッピン
グされます。これにより、ファブリック全体に単一のブリッジドメイン（外部ブリッジドメ

イン）とブロードキャストドメインが形成されます。次の図に示すように、異なる VLANで
設定された SVIインターフェイスは、別個の外部ブリッジドメインを形成します。Cisco
ApplicationCentric Infrastructure（ACI）リリース 5.2(3)より前は、異なるスイッチ上に異なるカ
プセル化 VLANを持つ単一の外部ブリッジドメインを作成することはできませんでした。
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図 22 :カプセル化が異なる外部ブリッジドメインに関連付けられた個別の VNID（ACI 5.2(3)より前のリリース）

Cisco ACIリリース 5.2(3)では、異なるリーフスイッチ上の異なるカプセル化 VLANで構成で
きる単一の外部ブリッジを構成するためのサポートが追加されました。複数カプセル化のサ

ポート機能では、フローティングSVIオブジェクトを使用して、フローティングL3Outの外部
ブリッジドメインを定義するか、または外部ブリッジグループプロファイルを使用して、通

常の L3Outの外部ブリッジドメインを定義します。この機能の使用例としては、同じ VLAN
がすでに使用されている可能性があるため、異なるリーフスイッチで同じ VLANを使用でき
ない場合があります。
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図 23 :カプセル化が異なる外部ブリッジドメインに関連付けられた個別の VNID（ACI 5.2(3)より前のリリース）

Cisco ACIリリース 6.0(1)の時点で、この機能は物理ドメイン L3Outに対してのみサポートさ
れ、VMMドメイン L3Outに対してはサポートされません。

非アンカーノードで設定される異なる VLANカプセル化
の単一フローティング SVI

以下の図では、複数のドメインと異なる VLANカプセル化を使用する単一のフローティング
SVIを使用した構成を示します。
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図 24 :複数の物理ドメインと異なる VLANカプセル化を使用した単一のフローティング SVI

この使用ケースでは：

•以下の SVI vlif-100では、リーフスイッチ node101および node102がアンカーノードであ
り、リーフスイッチ node103、node104、node105、および node106が非アンカーノードで
す。

•次のリーフスイッチは vPCペアであるため、同じ VLANカプセル化を使用する必要があ
ります。

• node101および node102

•異なるリーフスイッチのセットで同じフローティング SVIに異なる VLANカプセル化を
プロビジョニングするには、異なる物理ドメインを使用する必要があります。これは、さ
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まざまなリーフスイッチのセットのパス属性で構成された物理ドメインに基づいてVLAN
がプロビジョニングされるためです。この例では、3つの物理ドメインが必要です。

• physDom1：リーフノード101およびノード 102の VLAN 100。

• physDom2：リーフノード103およびノード 104の VLAN 101。

• physDom3：リーフノード105およびノード 106の VLAN 102。

上記のユースケースを構成するには：

1. アンカーノードとして、リーフスイッチ node101および node102に関連付けられた接続可
能なエンティティプロファイル (AEP)アンカーノードを使用して、物理ドメインphysDom1
を作成します。

2. 必要なアクセスカプセル化セットごとに追加の物理ドメインを作成します。

3. リーフスイッチ node103および node104に関連付けられた AEP floating-set1を使用して、
物理ドメイン physDom2を作成します。

4. リーフスイッチ node105および node106に関連付けられた AEP floating-set2を使用して、
物理ドメイン physDom3を作成します。

5. node101をアンカーノードとしてカプセル化 vlan100を使用してフローティングSVI vlif-100
を作成します。

6. node102をアンカーノードとしてカプセル化 vlan100を使用してフローティングSVI vlif-100
を作成します。

7. フローティング SVIに物理ドメインパス属性を追加します。

•アクセスカプセル化 vlan101で追加された物理ドメイン physDom2

•アクセスカプセル化 vlan102で追加された物理ドメイン physDom3

アンカーリーフノードは、フローティング SVI用に構成された VLANカプセル化を使用しま
す。したがって、フローティング SVI vlif-100と同じ物理ドメイン physDom1 vlan100を使用し
てリーフノードをアンカーします。

（注）

次の図は、フローティングSVIと通常のSVIが異なるVLANカプセル化でグループ化された構
成を示しています。通常の L3Outの場合、外部ブリッジグループプロファイルと呼ばれる新
しいオブジェクトを構成して、異なる VLANを持つ L3Outの下の SVIをグループ化して、同
じ外部ブリッジドメインの一部にする必要があります。
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図 25 :フローティング SVIと通常の SVIによる異なる VLANカプセル化

この使用ケースでは：

•以下の SVI vlif-100では、リーフスイッチ node101および node102がアンカーノードであ
り、リーフスイッチ node103、node104、node105、および node106が非アンカーノードで
す。

•リーフスイッチ node107には通常の SVI vlif-103があります

•次のリーフスイッチペアは、VPCペアであるため、同じ VLANカプセル化を使用する必
要があります。

• node101および node102

• node103および node104

• node105および node106

•異なるリーフスイッチのセットで同じフローティング SVIに異なる VLANカプセル化を
プロビジョニングするには、異なる物理ドメインを使用する必要があります。これは、さ

まざまなリーフスイッチのセットのパス属性で構成された物理ドメインに基づいてVLAN
がプロビジョニングされるためです。この例では、3つの物理ドメインが必要です。

• physDom1：リーフノード101およびノード 102の VLAN 100。
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• physDom2：リーフノード103およびノード 104の VLAN 101。

• physDom3：リーフノード105およびノード 106の VLAN 102。

• VLAN 103を使用した通常の SVIの場合、この考慮事項は適用されません。

複数の SVIを外部ブリッジドメインにグループ化する上記の使用例を構成するには：

1. encapsulation vlan100でフローティング SVI vlif-100を作成します。

2. VLANカプセル化 vlan100（vlif-100アンカーカプセル化と同じ VLANカプセル化）を使
用して、アンカーリーフスイッチ node101および node102を構成します。

3. 残りのリーフスイッチに異なる VLANカプセル化を構成します。

•アクセスカプセル化 vlan101でリーフスイッチ node103および node104を設定しま
す。

•アクセスカプセル化 vlan102を使用してリーフスイッチ node105および node106を設
定します。

4. リーフスイッチ node107で、カプセル化 vlan103を使用して通常の SVI svi-103を作成しま
す。

5. フローティング SVIvlif-100と通常の SVI svi-103をグループ化して、単一の外部ブリッジ
ドメインの一部として動作させます。

1. 外部ブリッジグループプロファイルを作成します。

外部ブリッジグループプロファイルは、新しいMO l3extBdProfileで表されます。

2. 外部ブリッジグループプロファイルの一意の名前文字列を指定します。

3. 同じ外部ブリッジドメインにグループ化する必要がある通常およびフローティング
SVIのそれぞれを関連付けます。

4. SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けます。

この関連付けには、l3extBdProfileContと l3extRsBdProfileの 2つの新しいMOを使用で
きます。

SVIを使用した L3Outsの複数カプセル化の注意事項と制
限事項

•この機能は物理ドメイン L3Outに対してのみサポートされ、VMMドメイン L3Outに対し
てはサポートされません。

•この機能の使用例は、外部ルータへの接続です。レイヤ 2ループは、外部デバイス/ハイ
パーバイザによってブロックされることになります。ループを防止するためにスパニング
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ツリープロトコルに依存する外部スイッチでこの機能を使用すると、ループが発生する可

能性があります。

• SVIまたはフローティング SVIで外部ブリッジグループプロファイルを構成すると、
VLANがリーフスイッチで再プログラムされ、トラフィックの中断が発生します。

•展開するアクセスカプセル化ごとに個別の物理ドメインと AEPを作成します。

•これらの各 AEPの一部であるノードは、オーバーラップしないようにする必要がありま
す。たとえば、VLAN101とVLAN102が同じフローティングSVIに使用されている場合、
AEP1と AEP2を同じリーフノードで使用することはできません。

• AEP1には VLAN 101の物理domain1がある

• AEP2には VLAN 102の物理domain1がある

• VLANカプセル化が異なる同じ外部ブリッジグループ内の SVIは、同じリーフでプログ
ラムできません。たとえば、SVI1とSVI2を同じリーフノードでプログラムすることはで
きません。

• VLAN 101を使用した node101上の SVI1

• VLAN 102を使用した node101の SVI2

•アンカーノードとこれらのアンカーノードのVPCペアは、単一の物理ドメインと AEPの
一部である必要があります。

•フローティング SVIでのパス属性構成（l3extRsDynPathAtt）には、次の考慮事項がありま
す。

•アンカーリーフノードで使用されるVLANの物理ドメイン：[カプセル化にアクセス
（Access Encap）]は空白にする必要があります

•他のVLANの物理ドメイン：[カプセル化にアクセス（AccessEncap）]で特定のVLAN
を構成する必要があります。

•同じフローティングSVIまたは外部ブリッジプロファイルグループの下で、異なるVLAN
プセル化を使用して同じ物理ドメインを構成しないでください。

• [SVIカプセル化範囲（SVI Encap Scope）]を [ローカル（Local）]に設定する必要がありま
す。[VRFカプセル化（VRF Encap）]範囲はサポートされていません。

•リリース Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）5.2(3)から SVIによる L3Outの複数
のカプセル化がサポートされていない以前のリリースにダウングレードする場合、複数の

VLANカプセル化や外部ブリッジグループプロファイルで構成された L3Outで次のアク
ションが実行されます。

•複数のカプセル化サポートに使用される新しいアロケータ
（l3extBdProfileEncapAllocator）が削除されます。

•すべての外部ブリッジグループプロファイル（新しい l3extBdProfile MO）が削除さ
れます。
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•すべての新しい l3extBdProfileCont MOが削除されます。

•すべての新しい l3extRsBdProfile MOが削除されます。

•明示的なカプセル化設定を持つすべての L3Outダイナミック接続（l3extRsDynPathAtt
MO）が削除されます。

GUIを使用して SVIおよびフローティング SVIで複数の
L3Outのカプセル化を構成する

SVIを使用した複数のカプセル化は、通常の SVIとフローティング SVIの両方でサポートされ
ますが、異なる構成を使用します。フローティングSVIは、フローティングSVIのパス属性設
定を使用して、フローティングSVIを物理ドメインにマッピングすることをサポートします。
フローティング SVIで複数のカプセル化を使用するには、それぞれ異なる VLANカプセル化
を持つ異なるドメインにフローティングSVIをマッピングします。次の図では、このセクショ
ンで使用される例を説明します。

図 26 :異なるドメインを使用した複数のカプセル化で構成されたフローティング SVI

通常の SVIは、物理ドメインを使用した SVIの自動構成をサポートしていません。通常の SVI
では、 SVIを展開する必要があるリーフノードまたはリーフノードペアごとに個別の SVIを
作成する必要があります。通常の SVIを使用した複数のカプセル化のサポートは、L3Outで複
数の SVIを構成し、それぞれ異なるカプセル化を構成し、ブリッジグループを使用してすべ
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ての SVIをグループ化することによって行われます。このセクションでは、フローティング
SVIと通常の SVIの両方の構成ステップについて説明します。

図 27 :ブリッジグループを使用して複数のカプセル化が構成された通常の SVI

フローティング SVIの作成

手順

ステップ 1 フローティング SVIを作成するには、次の手順を実行します。
a) [テナント（Tenants）] > [tenant-name] > [ネットワーキング（Networking）] > [L3Outs] > [L3Out

name] > [論理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name] > [論理インター
フェイスプロファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [フローティング SVI（Floating SVI）]タブをクリックします。
c) [+]をクリックして、フローティング SVIを追加します。
d) [アンカーノード（Anchor Node）]ドロップダウンリストで、アンカーノードのスイッチノードを

選択します。

e) [IPv4プライマリ/IPv6優先アドレス（IPv4 Primary/IPv6 Preferred Address）]フィールドに、IPv4
または IPV6アドレスとマスクを入力します。

f) [カプセル化（Encap）]フィールドに、アンカーノードの VLAN番号を入力します。
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g) [パス属性（Path Attributes）]領域で [+]をクリックします。

[フローティングパス属性の作成（Create Floating Path Attributes）]ウィンドウが表示されます。

h) [ドメイン（Domain）]ドロップダウンリストで、アンカーノードに関連付けられている物理ドメイ
ンと、アンカーノードと同じVLANを使用してフローティング SVIが展開される他のノードを選択
します。

i) [フローティングプライマリ IPv4 / IPv6アドレス（Floating Primary IPv4 / IPv6 Address）]フィール
ドに、フローティングノードの IPアドレスおよびマスクを入力します。

j) [VLANカプセル化にアクセス（Access Encap VLAN）]フィールドは空白のままにします。

k) [OK]をクリックします。
l) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 2 別の VLANカプセル化を使用するノードのフローティング SVIにパス属性を追加します。
a) [テナント（Tenants）]> [tenant-name]> [ネットワーキング（Networking）]> [L3Outs]> [L3Out-name]>

[論理ノードプロファイル（Logical Node Profile） > [log-node-profile-name] > [論理インターフェイス
プロファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [フローティング SVI（Floating SVI）]タブをクリックします。
すでに設定されているフローティングスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 個別のカプセル化を指定するフローティングスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックします。
d) [パス属性（Path Attributes）]領域で [+]をクリックします。

[フローティングパス属性の作成（Create Floating Path Attributes）]ウィンドウが表示されます。

e) [ドメイン（Domain）]ドロップダウンリストで、異なるカプセル化を使用するノードに関連付けられ
た物理ドメインを選択します。

f) [フローティングプライマリ IPv4/IPv6アドレス（Floating Address）]フィールドに、フローティング
ノードの IPアドレスおよびマスクを入力します。

g) [カプセル化にアクセス（Access Encap）]フィールドに、このドメインに関連付けられたスイッチで使
用される VLAN IDを入力します。

h) [OK]をクリックします。
i) [Submit]をクリックします。

通常の SVIを使用した複数カプセル化の手順

手順

ステップ 1 SVIグループ化に使用される外部ブリッジグループを作成するには、次の手順を実行します。
a) [テナント（Tenants） > [tenant-name] > [ポリシー（Policies）] > [プロトコル（Protocol）] > [外部ブ
リッジグループプロファイル（External Bridge Group Profiles）] に移動します。
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b) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profiles）]を右クリックし、[外部ブリッ
ジグループプロファイルの作成（Create External Bridge Group Profile）]を選択します。

c) 外部ブリッジグループプロファイルの名前を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

すでに設定されている外部ブリッジグループプロファイルを示すページが、新しい外部ブリッジグ

ループプロファイルで更新されます。

ステップ 2 通常の SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けます。
a) [テナント（Tenants）]> [tenant-name]>[ネットワーキング（Networking）]> [L3Outs]> [L3Out-name]>[論
理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name]>[論理インターフェイスプロ
ファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [SVI]タブをクリックします。

すでに設定されているフローティングスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 外部ブリッジグループプロファイルに関連付けるスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックし
ます。

このスイッチ仮想インターフェイスの一般情報が表示されます。

d) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profile）]フィールドで、このスイッチ
仮想インターフェイスに関連付ける外部ブリッジグループプロファイルを選択します。

e) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 3 同じブリッジへの異なるカプセル化を使用して、同じ L3Outで別の通常のSVIを関連付けるには、次の手
順を実行します。

a) [テナント（Tenants）]> [tenant-name]>[ネットワーキング（Networking）]> [L3Outs]> [L3Out-name]>[論
理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name]>[論理インターフェイスプロ
ファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [SVI]タブをクリックします。

設定済みのスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 外部ブリッジグループプロファイルに関連付けるスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックし
ます。

このスイッチ仮想インターフェイスの一般情報が表示されます。

d) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profile）]フィールドで、このスイッチ
仮想インターフェイスに関連付ける外部ブリッジグループプロファイルを選択します。

e) [Submit]をクリックします。
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フローティングと通常の SVIを使用した複数カプセル化の手順

手順

ステップ 1 SVIグループ化に使用される外部ブリッジグループプロファイルを作成するには、次の手順を実行しま
す。

a) [テナント（Tenants）]> [tenant-name] > [ポリシー（Policies）] > [プロトコル（Protocol）] > [外部ブ
リッジグループプロファイル（External Bridge Group Profiles）]に移動します。

設定済みの外部ブリッジグループプロファイルを示すページが表示されます。

b) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profiles）]を右クリックし、[外部ブリッ
ジグループプロファイルの作成（Create External Bridge Group Profile）]を選択します。

[外部ブリッジグループプロファイルの作成（Create External Bridge Group Profile）]ページが表示され
ます。

c) 外部ブリッジグループプロファイルの名前を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

すでに設定されている外部ブリッジグループプロファイルを示すページが、新しい外部ブリッジグ

ループプロファイルで更新されます。

ステップ 2 フローティング SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けるには、次の手順を実行します。
a) [テナント（Tenants）] > [tenant-name]>[ネットワーキング（Networking）]> [L3Outs] > [L3Out-name]>[論
理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name]> [論理インターフェイスプ
ロファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [フローティング SVI（Floating SVI）]タブをクリックします。

設定済みのスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 外部ブリッジグループプロファイルに関連付けるスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックし
ます。

このスイッチ仮想インターフェイスの一般情報が表示されます。

d) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profile）]フィールドで、このスイッチ
仮想インターフェイスに関連付ける外部ブリッジグループプロファイルを選択します。

e) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 3 通常の SVIを外部ブリッジグループプロファイルの下に関連付けます。

a) [テナント（Tenants）] > [tenant-name] > [ネットワーキング（Networking）] > [L3Outs] > [L3Out-name]
> [論理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name] > [論理インターフェイ
スプロファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [SVI]タブをクリックします。
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設定済みのスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 外部ブリッジグループプロファイルに関連付けるスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックし
ます。

このスイッチ仮想インターフェイスの一般情報が表示されます。

d) [外部ブリッジグループプロファイル（External Bridge Group Profile）]フィールドで、このスイッチ
仮想インターフェイスに関連付ける外部ブリッジグループプロファイルを選択します。

e) [送信（Submit）]をクリックします。`

ステップ 4 非アンカー（フローティング）ノードの個別のカプセル化を指定するには、次の手順を実行します。

a) [テナント（Tenants）] > [tenant-name]>[ネットワーキング（Networking）]> [L3Outs] > [L3Out-name]>[論
理ノードプロファイル（Logical Node Profile）] > [log-node-profile-name]> [論理インターフェイスプ
ロファイル（Logical Interface Profile）] > [log-int-profile-name]に移動します。

この論理インターフェイスプロファイルの [全般（General）]ページが表示されます。

b) [フローティング SVI（Floating SVI）]タブをクリックします。

すでに設定されているフローティングスイッチ仮想インターフェイスを示すページが表示されます。

c) 個別のカプセル化を指定するフローティングスイッチ仮想インターフェイスをダブルクリックします。

このフローティングスイッチ仮想インターフェイスの一般情報が表示されます。

d) [パス属性（Path Attributes）]領域で [+]をクリックします。

[フローティングパス属性の作成（Create Floating Path Attributes）]ウィンドウが表示されます。

e) [Encapのアクセス（AccessEncap）]フィールドに、非アンカー（フローティング）ノードのアクセス
カプセル化を入力します。

f) [送信（Submit）]をクリックします。`

[フローティング SVI（Floating SVI）]ページに戻ります。

g) [Submit]をクリックします。

CLIを使用して SVIで複数の L3Outのカプセル化を設定す
る

手順

ステップ 1 CLIを使用して Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインし、コンフィギュレー
ションモードとテナントコンフィギュレーションモードを開始します。
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apic1#
apic1# configuration
apic1(config)# tenant <tenant-name>
apic1(config-tenant)#

ステップ 2 次のコマンドを入力して、SVIグループ化に使用する外部ブリッジプロファイルを作成します。

apic1(config-tenant)# external-bridge-profile <bridge-profile-name>
apic1(config-tenant-external-bridge-profile)# ?

ステップ 3 次のコマンドを入力して、フローティング SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けます。

apic1(config)# leaf <leaf-ID>
apic1(config-leaf)# virtual-interface-profile <ipv4/ipv6> vlan <vlan-num> tenant <tenant-name> vrf
<VRF-name> l3out <L3Out-name>
apic1(virtual-interface-profile)# ip address <IP-address>
apic1(virtual-interface-profile)# physical-domain <phy-dom-name> floating-addr <IP-address>
apic1(physical-domain)# vlan <vlan-num>
apic1(physical-domain)# exit
apic1(config-tenant)# external-bridge-profile <bridge-profile-name>
apic1(config-tenant-external-bridge-profile)#

ステップ 4 次のコマンドを入力して、通常の SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けます。

apic1(config)# leaf <leaf-ID>
apic1(config-leaf)# interface vlan <vlan-num>
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant <tenant-name> vrf <VRF-name>
apic1(config-leaf-if)# ip address <IP-address>
apic1(config-leaf-if)# external-bridge-profile <bridge-profile-name>

REST APIを使用した複数の SVI付き L3Outのカプセル化
の設定

手順

ステップ 1 次の例のような投稿を入力して、SVIグループ化に使用する外部ブリッジプロファイルを作成します。

<fvTenant name="t1" dn="uni/tn-t1" >
<l3extBdProfile name="bd100" status=""/>

</fvTenant>

ステップ 2 次の例のような投稿を入力して、フローティングSVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けま
す。

<fvTenant name="t1">
<l3extOut name="l1">
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<l3extLNodeP name="n1">
<l3extLIfP name="i1">

<l3extVirtualLIfP addr="10.1.0.1/24"
encap="vlan-100"
nodeDn="topology/pod-1/node-101"
ifInstT="ext-svi">
<l3extBdProfileCont>

<l3extRsBdProfile tDn="uni/tn-t1/bdprofile-bd100"/>
</l3extBdProfileCont>

</l3extVirtualLIfP>
</l3extLIfP>

</l3extOut>
</fvTenant>

ステップ 3 次の例のような投稿を入力して、通常の SVIを外部ブリッジグループプロファイルに関連付けます。

<fvTenant name="t1">
<l3extOut name="l1">

<l3extLNodeP name="n1">
<l3extLIfP name="i1">

<l3extRsPathL3OutAtt encap="vlan-108"
tDn="topology/pod-1/paths-108/pathep-[eth1/10]"
ifInstT="ext-svi">
<l3extBdProfileCont>

<l3extRsBdProfile tDn="uni/tn-t1/bdprofile-bd100" status=""/
</l3extBdProfileCont>

</l3extRsPathL3OutAtt>
</l3extLIfP>

</l3extLNodeP>
</l3extOut>

</fvTenant>

ステップ 4 フローティングノードの個別のカプセル化を指定するには、次の例のような投稿を入力します。

<fvTenant name="t1">
<l3extOut name="l1">

<l3extLNodeP name="n1">
<l3extLIfP name="i1">

<l3extVirtualLIfP addr="10.1.0.1/24"
encap="vlan-100"
nodeDn="topology/pod-1/node-101"
ifInstT="ext-svi">
<l3extRsDynPathAtt floatingAddr="10.1.0.100/24"

encap="vlan-104"
tDn="uni/phys-phyDom"/>

</l3extVirtualLIfP>
</l3extLIfP>

</l3extOut>
</fvTenant>
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第 9 章

フローティング L3Outの考察事項と制限事
項

•フローティング L3Outの概要の考察事項と制限事項（75ページ）

フローティング L3Outの概要の考察事項と制限事項
次のリストは、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)機能の要件と制限の一
部をまとめたものです。

• VMware vDS VMMドメインでのフローティング L3Outの考慮事項には、次のものがあり
ます。

•フローティング L3Outを展開する場合は、VMMドメインによって作成されたポート
グループに仮想ルータを接続する必要があります。

•作成されたポートグループに接続されている少なくとも1つの仮想ルータがローカル
に接続されているハイパーバイザの 1つに存在しない場合、フローティングL3Outス
イッチ仮想インターフェイス（SVI）はリーフノードでプログラムされません。

•仮想ルータが移動してポートグループに接続されると、リーフノードにSVIがプログ
ラムされます。これは、即時オンデマンド解決を持つVirtual MachineManager (VMM)
ドメインの通常のエンドポイントグループ (EPG)と同じで、即時展開は即時です。

• VMMドメインを持つセカンダリフローティング IPは、Cisco Application Policy
Infrastructure Controller（APIC）リリース 5.0(1)でのみサポートされています。前のリ
リースにダウングレードする前に、セカンダリアドレス設定を削除する必要がありま

す。

•物理ドメインを使用したフローティング L3Outには、Cisco APICリリース 5.0(1)以降が必
要です。

•ネクストホップ伝達を必要とする準最適パスを回避する機能は、VRF内トラフィックで
のみサポートされます。コンシューマとプロバイダが異なるVRFにあるVRF間トラフィッ
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クはサポートされません。この考慮事項は、EPGから外部 EPGおよび外部 EPGから外部
EPGの両方のコントラクトに適用されます。

この機能は、物理ドメインでのみサポートされます。（注）

• Cisco APICは、Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）マルチポッドファブリックの
一部であるポッド間でのフローティング L3Outの展開をサポートしますが、 ACI内部エ
ンドポイントからフローティングL3Outへのトラフィックには次の考慮事項があります。

•最適でないフロー（ネクストホップ伝達とマルチパス）の回避は、ACIマルチポッド
ファブリックの一部であるポッド間のフローティングL3Outではサポートされていま
せん。この考慮事項は、フローティングL3Outがポッド間で展開されていない場合は
適用されません。

•たとえば、アンカーリーフノードと非アンカーリーフノードが同じポッドにあ
るため、これは問題ありません。

• pod1のアンカーリーフノード。

• pod1の非アンカーリーフノード。

•いずれかのポッドの内部エンドポイント

•たとえば、アンカーリーフノードと非アンカーリーフノードが異なるポッドに
あるため、これはサポートされていません。

• pod1のアンカーリーフノード

• pod2の非アンカーリーフノード。

•いずれかのポッドの内部エンドポイント。

• CiscoAPICは、リモートリーフダイレクトが有効になっている場合でも、リモートリーフ
スイッチによるフローティング L3Outをサポートしていません。リモートリーフスイッ
チは、フローティング L3Outのアンカーリーフまたは非アンカーリーフとして展開する
ことはできません。

•非アンカーノードは、論理ノードプロファイルの下で構成しないでください。

•ポート単位の VLAN機能は、フローティング L3Outの一部であるポートではサポートさ
れません。

•仮想ポートチャネル（vPC）インターフェイスが外部ルータ接続に使用され、vPCペアの
1つのリーフスイッチがアンカーリーフノードである場合、同じ vPCペアの他のリーフス
イッチもアンカーリーフノードである必要があります。同じVLANカプセル化の同じvPC
ペア内のアンカーリーフノードと非アンカーリーフノードの混合はサポートされていま

せん。
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•静的ルートの場合、外部ルータは、アンカーリーフスイッチのプライマリまたはセカンダ
リ IPアドレスをネクストホップとして使用する必要があります。

•プライマリ IPアドレスとフローティングプライマリ IPアドレスが同じサブネットの一部
であることを確認してください。

•場合によっては、単一のL3Outを使用して目的の結果を達成できない場合があり、その結
果を得るには、代わりに 2つの異なるL3Outを構成する必要があります（たとえば、BGP
と OSPFの両方にファブリックへのルートを再配布する場合など）。

たとえば、次の構成が必要な状況を考えてみます。

•境界リーフスイッチのループバック IPアドレスと外部ルータのループバック IPアド
レスの間で確立される eBGPセッション

•境界リーフスイッチと外部ルータのループバック IPアドレスのルートを交換するよ
うに構成された OSPF

• OSPFは、外部ノードから学習した追加ルートを Cisco ACIファブリックに再配布す
るようにも設定されています

その構成を取得するには、OSPFとBGPの両方を使用してルートをファブリックに再配布
する必要があるため、既存のL3Out制限のため、単一のL3Outを使用してその構成を持つ
ことはできません。

•フローティング L3Outで、推奨される Bidirectional Forwarding Detection (BFD)タイマーを
選択してください。仮想ルータがクラスタ内のあるホストから別のホストに移動すると、

1～ 2秒のトラフィック損失が生じる可能性があります。BFDTX/RX間隔は 700ミリ秒以
上にすることをお勧めします。

•フローティング L3Out SVIと非フローティング L3Out SVIは、同じプライマリ IPアドレ
スを使用している限り、同じ VLANカプセル化を使用して同じリーフスイッチ上に存在
できます。

•フローティング L3Outには、第 2世代のリーフスイッチが必要です。第 1世代スイッチ
は、アンカースイッチまたは非アンカースイッチとして構成できません。ただし、第 1
世代スイッチを非境界リーフスイッチまたは計算リーフスイッチとして使用できます。

•外部デバイスの IPの ARPエントリが非アンカーリーフノードで手動でクリアされた場
合、内部から外部へのトラフィックパスは、準最適経路を回避するために直接ホストア

ドバタイズメントが有効になっている場合でも準最適になります。これは、リーフノード

が外部デバイスの IPのアドバタイジングを停止するのに対し、アンカーリーフノードに
はまだトラフィックが転送されている ARPエントリがあるためです。準最適なフローを
回避するには、すべてのアンカーリーフノードと非アンカーリーフノードの ARPエン
トリをクリアして、外部 IPが接続されているリーフノードでARPエントリを再作成する
ことをお勧めします。内部から外部へのトラフィックパスが最適な転送に戻ります。この

考慮事項は、IPv6隣接関係にも適用されます。

•ネクストホップ伝播させるには、フローティングL3OutがVMMドメインではなく、物理
ドメインにある必要があります。
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• Cisco Nexus Dashboard Orchestrator（NDO）リリース 4.1(1)以前では、L3Out下の他の論理
インターフェースと同様に、フローティングSVIの構成はNDOレベルではなくCiscoAPIC
レベルです。ただし、Cisco NDOは、フローティング SVIを含む L3Outを参照できます。

NDOリリース 4.1(1)以降、フローティング L3Outを含む完全な L3Out構成をNDOで使用
できます。ただし、フローティング L3Out機能（ネクストホップ伝達など）は各ファブ
リック内で使用できます。

•ファブリックインターコネクトの背後にある UCS Bシリーズブレードスイッチで ESXi
を実行する場合は、[ファブリックフェールオーバー（Fabric Failover）]を無効のままに
して、ESXiで実行されているDVSが障害発生時に冗長性を実現できるようにすることを
推奨します。有効にすると、展開に使用するLLDP/CDPパケットがアクティブおよびスタ
ンバイ仮想スイッチポート（vEth）で表示され、フラッピングと展開の問題が継続的に発
生する可能性があります。Cisco ACI

• IPv4および IPv6アドレスファミリを使用するフローティング L3Outには、次のルールが
適用されます。

•同じリーフノード上の同じ L3Outの IPv4および IPv6アドレスファミリの場合、異な
る L3Out論理インターフェイスプロファイルが必要です。

•物理ドメイン：同じVLANカプセル化の場合、IPv4および IPv6アドレスファミリに
同じアンカーリーフノードを使用する必要があります。リーフノードの異なるセッ

トを IPv4および IPv6アドレスファミリのアンカーにすることはできません。

• VMMドメイン：Cisco APICリリース 5.2(4)より前のリリースでは、IPv4および IPv6
アドレスファミリに異なる VLANカプセル化を使用する必要があります。IPv4およ
び IPv6フローティング SVIインターフェイスには、異なるポートグループが作成さ
れます。

Cisco APICリリース 5.2(4)以降のリリースでは、同じカプセル化を使用できます。
VMMドメインと同じ L3Outの IPv4および IPv6アドレスファミリ用に 1つのポート
グループが作成されます。フローティングSVIの展開中に、両方のアドレスファミリ
が L3Outで設定されている場合、IPv4と IPv6の両方のフローティング SVIがリーフ
ノードに展開されます。

• Cisco APICリリース 5.2(4)から前のリリースにダウングレードすると、同じ SVI
カプセル化を使用するが、異なるアドレスファミリを持つフローティングL3Out
の下にある VMMドメインの動的アタッチメントが削除されます。

• 5.2(4)より前から 5.2(4)にアップグレードし、IPv4または IPv6の異なるカプセ
ル化から IPv4または IPv6の同じカプセル化に移行する場合は、既存の論理イン
ターフェイスプロファイルを削除し、 IPv4または IPv6アドレスファミリの両方
で同じ VLANカプセル化を使用して追加する必要があります。

•リリース 5.0(1)で導入された、Cisco ACI内部エンドポイントからフローティング L3Out
への最適ではないトラフィックを回避するためのサポートの一部として、「Cisco ACI内
部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラフィックの回避（13
ページ）」および「L3Outの直接接続ホストルートアドバタイジングの構成（51ペー
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ジ）」で説明されているように、アンカーおよび非アンカーリーフスイッチで直接接続

されたホストルート（L3Out SVIサブネットの外部ルータ IP）を学習し、それらを ACI
ファブリックに再配布するためにもサポートを利用できました。

リリース 5.2(1)より前のリリースでは、ACIファブリックから接続されたホストルートを
明示的にアドバタイズするようにエクスポートルールを構成した場合、これらの接続され

たホストルートは ACIファブリックからアドバタイズされていました。

リリース 5.2(1)以降のリリースでは、この動作は変更されており、接続されたホストルー
トは ACIファブリックから移動することが暗黙的に拒否されます。

•リリース 5.2(1)で導入されたマルチプロトコル再帰ネクストホップ伝達機能には、次の考
慮事項と制限事項が適用されます。

• Cisco ACIリリース6.0(1)の時点で、ネクストホップ伝達が有効になっている ACIフ
ローティング L3Outの場合、BGPを介して学習されたプレフィックスの 1つのネク
ストホップのみがの転送に使用されます。プレフィックスにECMPが必要な場合は、
次のネクストホップへの ECMPを使用することで実現できます。この考慮事項は、
IPv4と IPv6の両方に適用されます。

• BGPは、プレフィックスのプライマリネクストホップを 1つ送信します。たと
えば、1.1.1.1経由の 10.1.0.0/16などです。

•アンカーリーフノードは、ネクストホップのマルチパスを再配布します。たと
えば、172.16.1.1および 172.16.1.2経由の 1.1.1.1などです。

•ネクストホップ伝達が有効になっている場合、CSCwd28918が原因で、同じECMPパ
スを持つ同じ外部プレフィックスをアドバタイジングする制御ノードの冗長性のため

に、複数の外部ルータを使用することは推奨されません。

•たとえば、これは異なるネクストホップ IPアドレスを使用するため、問題あり
ません。

•外部ルータ 1。BGPを介した 172.16.1.1を通してビア 10.1.0.0/16をアドバタ
イズします。

•外部ルータ 2。BGPを介した 172.16.1.2を通してビア 10.1.0.0/16をアドバタ
イズします。

•たとえば、 ECMPではなく、ネクストホップ IPアドレスが 1つしかないため、
これは推奨されません。

•外部ルータ 1。BGPを介した 1.1.1.1を通してビア 10.1.0.0/16をアドバタイ
ズします。

•外部ルータ 2。BGPを介した 1.1.1.1を通してビア 10.1.0.0/16をアドバタイ
ズします。

フローティング L3Outを使用した外部ネットワーク接続の簡素化
79

フローティング L3Outの考察事項と制限事項

フローティング L3Outの概要の考察事項と制限事項



•再帰ルートのネクストホップ伝達を構成する場合、IPv6リンクローカルアドレスはサ
ポートされません。この状況では、IPv6のグローバルアドレスを使用する必要があり
ます。

• Not-So-Stubby Area（NSSA）への再配布により、Type 7として知られている特別なタ
イプのリンクステートアドバタイズメント（LSA）が作成されます。Type7は、NSSA
エリア内でのみ存在できます。ルートは、グローバルアドレスとしてネクストホップ

を持つこのタイプ 7 LSAとして学習する必要があります。つまり、OSPFプロトコル
（l3out-ospf）のみが有効になっている転送ノードのL3Outは、OSPFエリアフィール
ドで NSSAエリアオプションを使用する必要があります。

•静的ルートに複数のネクストホップが使用されている場合、ネクストホップの1つが
ダウンしていると、ルートは最適ではない可能性があります。詳細については、

CSCvy10946を参照してください。

• CLIを介してマルチプロトコル再帰ネクストホップ伝達機能を設定する場合、次の制
限があります。

•ネクストホップの変更されていないルートマップは、BGPピアではサポートされ
ていません。

•ルートプロファイルテンプレートは一致ルールをサポートしていません。

•マルチキャストルーティング（PIM、PIM6）は、フローティング SVIではサポートされ
ません。

•ネクストホップ伝達を伴う等コストマルチパス（ ECMP）を持つ外部プレフィックスで
は、トラフィック流通が不均一になる可能性があります。これは、 ECMPパスのピアデ
バイスがアンカーノードと非アンカーノードにまたがって接続されている場合に発生しま

す。アンカーノードの背後にあるピアデバイスは、受信するトラフィックが少なくなる

可能性があります。

詳細については、最適でないトラフィックと ECMPを回避したトポロジ例（83ページ）
で説明されているトポロジを参照してください。

•ネクストホップ伝達を伴う等コストマルチパス（ ECMP）を持つ外部プレフィックスで
は、トラフィック流通が不均一になる可能性があります。これは、 ECMPパスのピアデ
バイスがアンカーノードと非アンカーノードにまたがって接続されている場合に発生しま

す。アンカーノードの背後にあるピアデバイスは、受信するトラフィックが少なくなる

可能性があります。

たとえば、次のトポロジプレフィックス 172.16.1.0/24には 6個のネクストホップがあり
ます。ネクストホップ伝達では、6個のパスすべてが Leaf3で使用可能になります。Leaf3
の背後にある EPからプレフィックス 172.168.1.0へのトラフィックは、6つのパスすべて
で Leaf3でロードバランシングされます。Leaf3から Leaf2に流れるパケットは、4つの
ローカルパスにハッシュされ、R3から R6に到達します。

Leaf3から Leaf1へのトラフィックは、Leaf1で 6つのパスに再ハッシュされます。これに
より、Leaf1から Leaf2へのトラフィックのヘアピンが発生します。また、R1と R2は、
R3から R6と比較して受信するトラフィックが少なくなります。
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付録 A
最適でないトラフィックとECMPを回避し
たトポロジ例

•最適でないトラフィックと ECMPを回避したトポロジ例（83ページ）

最適でないトラフィックと ECMPを回避したトポロジ例
このセクションでは、最適ではないトラフィックと ECMPを回避するフローティング L3Out
の構成要件の概要を示します。構成ステップと各構成オプションについては、「Cisco APIC
GUIを使用した ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適ではないトラ
フィックの回避の構成（45ページ）」を参照してください。

このセクションでは、次の例について説明します。

•外部プレフィックスは BGPをビア学習されます。BGPをビア学習されたルートのネクス
トホップは1つしか構成できないため、ループバックを使用した再帰ルックアップが必要
です。例：

• 10.0.0.0/8は、外部ルータのループバック IPアドレス1.1.1.1であるネクストホップを
使用して BGPをビア学習された外部プレフィックスです。このループバックアドレ
スは、OSPFをビア学習されるか、静的ルーティングを介して構成されます。

• 172.16.1.1および 172.16.1.3経由で 01.1.1.1/32。OSPFまたは静的ルート経由で学習さ
れます。

•外部プレフィックスは、OSPFまたは静的ルートを介して学習されます。例：

• 10.0.0.0/8は、外部ルータの接続 IPアドレス 172.16.1.1であるネクストホップを使用
して、OSPFをビア学習された（または静的ルーティングをビアて構成された）外部
プレフィックスです。172.16.1.2および 172.16.1.3。

•外部プレフィックスは、複数のネクストホップを使用して BGPを介して学習されます。
このオプションには、Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リリース 6.0(2)以降が
必要です。

• BGPをビアて学習される 1.1.1.1、1.1.1.2、および 1.1.1.3を介した 10.0.0.0/8
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• 172.16.1.1経由の 1.1.1.1、172.16.1.2経由の 1.1.1.2、および 172.16.1.3経由の 1.1.1.3。
OSPFまたは静的ルートを介して学習されます。

例 1：外部プレフィックスが BGPをビア学習される

このオプションには、 Cisco ACIリリース 5.2以降が必要です。次の図に例を示します。外部
ルート 10.0.0.0/8は、外部ルータからBGPを使用してアドバタイズされます。外部プレフィッ
クスのネクストホップは、L3Out SVIサブネット（172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）
に接続されている外部ルータの IPアドレスではなく、外部ルータで定義され、OSPFを使用し
て（または静的ルーティングを介して）アドバタイズされるループバックアドレスです。これ

により、マルチレベルの再帰が発生し、BGPルートのネクストホップがOSPFルートを介して
解決され、OSPFルートが最終的に Cisco ACIファブリック内で形成された直接的な隣接を介
して解決されます。

必要な構成は次のとおりです。

• BGPアドレスファミリコンテキストポリシーの「Local Max ECMP」を増やす。

• BGPの L3Outで次のオプションを使用してルートマップを構成します。

•外部プレフィックスのネクストホップ伝播（10.0.0.0/8）。

• OSPFの L3Outで次のオプションを使用してルートマップを構成します。

•ループバック IP（1.1.1.1）のネクストホップ伝播とマルチパス。

•直接接続されたネクストホップ IP（172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）の直接
接続ホストをアドバタイズします

OSPFの代わりに静的ルートを使用する場合は、BGPのL3OutとOSPFのL3Outを 1つのL3Out
に結合できます。
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図 28 :外部プレフィックスは BGPをビア学習されます。

図 29 :外部プレフィックスは BGPをビア学習されます（ルートマップ構成）

例 2：外部プレフィックスが OSPFまたは静的ルートを介して学習されます

このオプションには、 Cisco ACIリリース 5.2以降が必要です。次の図に例を示します。外部
ルート10.0.0.0/8は、外部ルータからOSPFを使用して（または静的ルーティングを介して）ア
ドバタイズされます。外部プレフィックスのネクストホップは、L3Out SVIサブネットに接続
されている外部ルータの IPアドレスです（172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）。
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必要な構成は次のとおりです。

• BGPアドレスファミリコンテキストポリシーの「Local Max ECMP」を増やす。

• OSPFの L3Outで次のオプションを使用してルートマップを構成します。

•外部プレフィックス（10.0.0.0/8）のネクストホップ伝播とマルチパス。

•直接接続されたネクストホップ IP（172.16.1.1、172.16.1.2、および 172.16.1.3）の直接
接続ホストをアドバタイズします。

図 30 :外部プレフィックスは、OSPFまたは静的ルートをビア学習されます。
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図 31 :外部プレフィックスは、OSPFまたは静的ルート（ルートマップ構成）を介して学習されます。

例 3：BGP追加パス機能と直接接続されたネクストホップを使用して BGPをビア学習された
外部プレフィックス

このオプションには、 Cisco ACIリリース 6.0(2)と、BGP追加パス受信機能構成の使用が必要
です。

BGP追加パス機能は、BGPスピーカーが単一のBGP更新で複数のパス（ネクストホップ）を
送信できるようにする BGP拡張機能です。この機能がない場合、同じピアからの異なるパス
を持つプレフィックスのアドバタイズメントは、そのプレフィックスの以前のパスを置き換え

ます。BGPスピーカーは、追加パスの送信、受信、または送受信の両方を行うように構成でき
ます。Cisco ACI 6.0(2)は受信機能のみをサポートします。

BGP追加パス機能は、コントロールプレーンとデータプレーンの機能が異なるノードまたは
仮想ルータで実行されるトポロジで役立ちます。制御ノードは、ネクストホップアドレスが

データプレーン機能を実行する別の仮想ルータであるプレフィックスをアドバタイズするする

BGPスピーカーです。BGP追加パスを使用すると、BGP制御ノードは、単一の BGP更新で単
一のプレフィックスの複数のネクストホップをアドバタイズできます。これには、制御ノード

で BGP追加パス送信機能が必要です。BGP追加パスを使用すると、パスごとに個別の BGP
セッションを必要とせずに、複数の ECMPパスでデータプレーントラフィックのロードバラ
ンシングが可能になります。次の図に、BGP追加パス機能を使用できるトポロジの例を示しま
す。BGP制御ノードは、追加パス機能を使用して、単一のBGP更新で内部BGPピアから学習
したルートをアドバタイズするするように構成されます。
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図 32 : BGP追加パス機能を使用して複数のパスをアドバタイジングする BGP制御ノード。

次の図は、この機能がフローティングL3Outで使用され、ネクストホップを伝播する例を示し
ています。外部ルート 10.0.0.0/8は、それぞれが異なるネクストホップアドレスを持つ 3つの
パス IDを使用して制御ノードによってアドバタイズされます。外部プレフィックスのネクス
トホップアドレスは、L3Out SVIサブネットに接続されている外部ルータの IPアドレスです
（172.16.1.2、172.16.1.3、および 172.16.1.4）。プレフィックス 10.0.0.0/8の ECMPパスは、3
つのネクストホップすべてを使用して、アンカーノード（Leaf1および Leaf2）のルーティン
グテーブルにインストールされます。この ECMPパスは、BGPを介して非境界リーフスイッ
チにも伝播され、3つの伝播されたネクストホップすべてを使用してECMPパスがインストー
ルされます。

アンカーリーフから非境界リーフスイッチへの ECMPパスの伝達には、BGP追加パス機能は
必要ありません。 Cisco ACIリリース 6.0.2より前では、アンカーリーフに BGPをビア学習さ
れた ECMPパスがある場合、アンカーリーフは非境界リーフスイッチに単一のパスのみをア
ドバタイズします。この動作は、 Cisco ACIリリース6.0(2)で変更され、新しく導入された追
加パス機能を最大限に活用できるようになりました。アンカーリーフは、BGPで学習された
ルートの ECMPパスをアドバタイズするします。アンカーリーフの ECMPパスは、BGP追加
パス機能を使用するか、直接接続された BGPピアからの個々の更新から学習できます。

（注）

必要な構成は次のとおりです（この構成例では、1つの L3Outのみが必要です）。

•外部 BGPスピーカー（制御ノード）は、BGP追加パス送信機能を使用して構成されてお
り（これは Cisco ACIファブリックでは構成されていません）、アンカーノード（Leaf1
および Leaf2）との BGP隣接関係を作成しています。

• Cisco ACIで BGP追加パス受信機能を有効にします。これは、BGPピアプロファイルレ
ベルまたは VRFレベルで有効にできます。

•次のオプションを使用してルートマップを構成し、ルートインポートポリシーとして制
御ノードの BGPピアに適用します。
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•外部プレフィックスのネクストホップ伝播（10.0.0.0/8）。

•直接接続されたネクストホップの次のオプションを使用してルートマップを構成します。

•直接接続されたネクストホップ IP（172.16.1.2、172.16.1.3、および 172.16.1.4）の直接
接続ホストをアドバタイズします

図 33 :追加パス機能を備えた BGP制御ノードをビア学習された外部プレフィックス ECMPパス

次の図は、制御ノードを使用せずに、直接接続された BGPピアを ECMPパスが学習される例
を示しています。このトポロジでは、BGP追加パス機能は必要ありません。

この構成は現時点では認定されていません。（注）
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図 34 :直接接続された BGPスピーカーをビア学習された外部プレフィックス ECMPパス

ネクストホップ伝達を伴う等コストマルチパス（ ECMP）を持つ外部プレフィックスでは、
トラフィック流通が不均一になる可能性があります。これは、 ECMPパスのピアデバイスが
アンカーノードと非アンカーノードにまたがって接続されている場合に発生します。アンカー

ノードの背後にあるピアデバイスは、受信するトラフィックが少なくなる可能性があります。

たとえば、次のトポロジプレフィックス172.16.1.0/24には6個のネクストホップがあります。
ネクストホップ伝達では、6個のパスすべてがLeaf3で使用可能になります。Leaf3の背後にあ
る EPからプレフィックス 172.168.1.0へのトラフィックは、6つのパスすべてで Leaf3でロー
ドバランシングされます。Leaf3から Leaf2に流れるパケットは、4つのローカルパスにハッ
シュされ、R3から R6に到達します。

Leaf3から Leaf1へのトラフィックは、Leaf1で 6つのパスに再ハッシュされます。これによ
り、Leaf1から Leaf2へのトラフィックのヘアピンが発生します。また、R1と R2は、R3から
R6と比較して受信するトラフィックが少なくなります。
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付録 B
CLIを使用したフローティング L3Outの構
成

• CLIを使用したフローティング L3Outに対する VLANプールの作成（93ページ）
• CLIを使用した VMware VDSの VMMドメインプロファイルの構成（94ページ）
• CLIを使用したフローティング L3Outの構成（95ページ）
• CLIを使用したセカンダリ IPの構成（96ページ）
• CLIを使用した ACI内部 EPからフローティング L3Outへの最適でないトラフィックの回
避の設定（96ページ）

• CLIを使用したファブリックでルートを再配布するためのパスの最大数の構成（97ペー
ジ）

• CLIを使用した複数のネクストホップの構成（98ページ）
• CLIを使用したフローティング L3Outの検証（98ページ）

CLIを使用したフローティング L3Outに対する VLANプー
ルの作成

このセクションでは、外部ネットワーク接続のフローティングレイヤ 3（L3Out）で使用する
VLANプールを特別に構成する方法を示します。

L3Outの VLANプールには、静的 VLAN範囲がなければなりません。また、VMware vSphere
Distributed Switch（VDS）Virtual Machine Manager（VMM）ドメインとレイヤ 3ドメインにつ
いても同じである必要があります。VLANプールを構成した後で、VMMおよびレイヤ 3ドメ
インを構成し、各ドメインに同じ VLANプールを追加します。

（注）
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手順

フローティング L3Outの VLANプールを構成するには、次の手順を実行します。

例：

vlan-domain dom1
vlan 300-400
exit

次のタスク

VMware VDSの VMMドメインプロファイルを作成します。手順「CLIを使用した VMware
VDSの VMMドメインプロファイルの構成（94ページ）」を参照してください。

CLIを使用した VMware VDSの VMMドメインプロファイ
ルの構成

VMware vSphere Distributed Switch (VDS)の Virtual Machine Manager (VMM)プロファイルをま
だ作成しておらず、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク通信 (L3Out)を使用する場合
は、この手順を使用します。

フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)を使用する場合は、VMMドメインの
静的VLAN範囲を持つVLANプールを構成する必要があります。また、VLANプールはL3Out
ドメインの VLANプールと同じである必要があります。たとえば、L3Outドメインと Virtual
Machine Manager (VMM)ドメインの範囲は、いずれも 200～ 209にする必要があります。

（注）

手順

VMware VDSの VMMドメインプロファイルを構成するには：

例：

vmware-domain vmmdom1
vlan-domain member dom1
vcenter 192.168.66.2 datacenter prodDC
username administrator password *****

configure-dvs
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exit
exit

次のタスク

フローティング L3Outを構成します。CLIを使用したフローティング L3Outの構成（95ペー
ジ）の手順を参照してください。

CLIを使用したフローティング L3Outの構成
このセクションでは、フローティング L3Outを作成する方法を示します。

始める前に

次のものを作成しておく必要があります。

•フローティング L3Out用の VLANプール

• VMware VDS用の VMMドメインプロファイル

手順

フローティング L3Outを構成するには：

例：

tenant t1
vrf context vrf1
exit

l3out l3out
vrf member vrf1
exit

external-l3 epg instp l3out l3out
vrf member vrf1
exit
exit

leaf 101
vrf context tenant t1 vrf vrf1 l3out l3out
exit

leaf 101
virtual-interface-profile ipv4 vlan 680 tenant Floating vrf Floating l3out CLI

ip address 1.68.0.3/16
physical-domain Floating-CP-L3out floating-addr 1.68.0.9/16
exit

vlan-domain member CP-L3
exit

virtual-interface-profile ipv6 vlan 680 tenant Floating vrf Floating l3out CLI
ipv6 address 2000:68::2/64 preferred

physical-domain Floating-CP-L3out floating-addr 2000:68::9/16
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vlan-domain member CP-L3
exit

次のタスク

•（オプション）CLIを使用したセカンダリ IPの構成（96ページ）。

• CLIを使用したフローティングL3Outの検証（98ページ）ポートグループがVMwareVDS
に存在することを確認します。

CLIを使用したセカンダリ IPの構成
このセクションでは、CLIを使用してセカンダリ IPおよびフローティングセカンダリ IPを構
成する方法を示します。

手順

セカンダリおよびフローティングセカンダリ IPを構成するには、次の手順を実行します。

leaf 101
virtual-interface-profile vlan 100 tenant t1 vrf v1
ip address 10.1.1.1/24
ip address 10.1.1.3/24 secondary
ip address 11.1.1.1/24 secondary
ip address 11.1.1.3/24 secondary
vmm-domain mininet floating-addr 10.1.1.100/24
ip address 11.1.1.100/24 secondary
exit

exit
exit

CLIを使用した ACI内部 EPからフローティング L3Outへ
の最適でないトラフィックの回避の設定

このセクションでは、CLIを使用してネクストホップの伝達と直接接続されたホストルート
アドバタイジングを構成する方法を示します。

始める前に

次を設定する必要があります。
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•ネクストホップ伝播させるには、フローティングL3OutがVMMドメインではなく、物理
ドメインにある必要があります。

• BD、EPG、および EPGと L3Out EPG間のコントラクト

手順

ステップ 1 ネクストホップ伝達を構成するには：

例：

tenant t1 vrf v1 route-map sap match
prefix-list p1
leaf 101
vrf context tenant t1 vrf v1
route-map sap
match prefix-list p1
set next-hop-unchanged
exit

exit
exit

exit

ステップ 2 直接接続ホストルートアドバタイジングの構成：

例：

leaf 101
router bgp 100
vrf member tenant t1 vrf v1
redistribute static route-map r2
redistribute attached-host route-map r1
exit

exit
exit

CLIを使用したファブリックでルートを再配布するための
パスの最大数の構成

次の例では、CLIを使用して BGP最大パス機能を設定する方法の情報を提供します。

始める前に

次のフィールドの許容値については、Cisco APICドキュメンテーションページの『Verified
Scalability Guide for Cisco APIC』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/
cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/
tsd-products-support-series-home.html
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手順

次のコマンドを入力します。ここで、maximum-paths localコマンドは、CLIを使用してファブリック内の
ルートを再配布するためのパスの最大数を設定するために特に使用されます。

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template bgp address-family newAf tenant t1
apic1(config-bgp-af)# maximum-paths local 12
apic1(config-bgp-af)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1#

CLIを使用した複数のネクストホップの構成
次の例では、CLIを使用して複数のネクストホップを構成する方法に関する情報を説明しま
す。

手順

次のコマンドを入力します。特に、set next-hop-unchangedおよび set redist-multipathコマンドは、CLI
を使用して複数のネクストホップを設定するために使用されます。

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route-profile test_rp tenant t1
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set next-hop-unchanged
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set redist-multipath
apic1(config-leaf-template-route-profile)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1#

CLIを使用したフローティング L3Outの検証
このセクションでは、フローティング L3Out構成を検証する方法を示します。

手順

ステップ 1 リーフノード（アンカーリーフ）のフローティング L3Outを確認するには：
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この例では、アンカーリーフにはプライマリ IP、セカンダリ IP、およびフローティングプライマリ IPが
あります。

例：

Switch# show ip interface brief vrf floating:vrf1
IP Interface Status for VRF "floating:vrf1"(9)
Interface Address Interface Status
vlan14 192.168.1.254/24 protocol-up/link-up/admin-up
vlan17 192.168.2.254/24 protocol-up/link-up/admin-up
vlan49 172.16.1.251/24 protocol-up/link-up/admin-up
lo2 11.11.11.11/32 protocol-up/link-up/admin-up

Switch# show ip interface vlan49
IP Interface Status for VRF "floating:vrf1"
vlan49, Interface status: protocol-up/link-up/admin-up, iod: 110, mode: external
IP address: 172.16.1.251, IP subnet: 172.16.1.0/24
IP address: 172.16.1.250, IP subnet: 172.16.1.0/24 secondary anchor-floating-ip
IP address: 172.16.1.254, IP subnet: 172.16.1.0/24 secondary
IP broadcast address: 255.255.255.255
IP primary address route-preference: 0, tag:

Switch# # show vlan id 49 extended

VLAN Name Encap Ports
----------------------------------------------------------------------------
49 floating:vrf1:l3out- vxlan-14876650, Eth1/5, Eth1/6, Po1, Po2

L3Out:vlan-208 vlan-208

ステップ 2 非アンカーリーフノードでフローティング L3Outを確認するには：

VMMドメインを使用する場合、外部 VMが接続されていない場合は、非アンカーリーフにはフローティ
ング IPがありません。物理ドメインを使用する場合、フローティング IPとVLANはAEPに基づいてプロ
ビジョニングされます。リーフにフローティングL3OutのL3Outドメインを含むAEPがある場合、フロー
ティング IPがプロビジョニングされます。

例：

Switch# show ip interface brief vrf floating:vrf1
IP Interface Status for VRF "floating:vrf1"(6)
Interface Address Interface Status
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付録 C
REST APIを使用したフローティング L3Out
の構成

• REST APIを使用したフローティング L3Outの VLANプールの構成（101ページ）
• REST APIを使用した VMware VDSの VMMドメインプロファイルの構成（102ページ）
• REST APIを使用したレイヤ 3ドメインの構成 （103ページ）
• REST APIを使用したフローティング L3Outの構成（103ページ）
• REST APIを使用したセカンダリ IPの構成（104ページ）
• REST APIを使用した IPv4と IPv6で同じ VLANカプセル化の構成（104ページ）
• REST APIを使用した ACI内部エンドポイントからフローティング L3Outへの最適でない
トラフィックの回避の構成（105ページ）

• RESTAPIを使用したファブリックでルートを再配布するためのパスの最大数の構成（106
ページ）

• REST APIを使用した複数のネクストホップの構成（106ページ）

REST APIを使用したフローティング L3OutのVLANプール
の構成

このセクションでは、外部ネットワーク接続のフローティングレイヤ 3（L3Out）で使用する
VLANプールを特別に構成する方法を示します。

手順

フローティング L3Outの VLANプールを構成するには

例：

<fvnsVlanInstP name="vlanPool1" allocMode="dynamic">
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次のタスク

VMware VDSの VMMドメインプロファイルを構成するREST APIを使用した VMware VDSの
VMMドメインプロファイルの構成（102ページ）の手順を参照してください。

REST APIを使用した VMware VDSの VMMドメインプロ
ファイルの構成

VMware vSphere Distributed Switch (VDS)の Virtual Machine Manager (VMM)プロファイルをま
だ作成しておらず、フローティングレイヤ 3外部ネットワーク通信 (L3Out)を使用する場合
は、この手順を使用します。

フローティングレイヤ 3外部ネットワーク接続 (L3Out)を使用する場合は、VMMドメインの
静的VLAN範囲を持つVLANプールを構成する必要があります。また、VLANプールはL3Out
ドメインの VLANプールと同じである必要があります。たとえば、L3Outドメインと Virtual
Machine Manager (VMM)ドメインの範囲は、いずれも 200～ 209にする必要があります。

（注）

手順

VMware VDSの VMMドメインプロファイルを構成するには：

例：

<polUni>
<vmmProvP vendor="VMware">
<vmmDomP name="FTD">
<infraRsVlanNs tDn="uni/infra/vlanns-[vlanPool1]-dynamic" />
<vmmUsrAccP name="creds" usr="administrator@vsphere.local" pwd="N1k@12345" />
<vmmCtrlrP name="vcenter" rootContName="Datacenter" hostOrIp="10.197.145.212"

status="created,modified">
<vmmRsAcc tDn="uni/vmmp-VMware/dom-FTD/usracc-creds" />
</vmmCtrlrP>
</vmmDomP>
</vmmProvP>
</polUni>

次のタスク

レイヤ3ドメインを構成します。RESTAPIを使用したレイヤ3ドメインの構成（103ページ）
の手順を参照してください。
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REST APIを使用したレイヤ 3ドメインの構成
レイヤ 3外部ネットワーク接続（L3Out）を作成する前に、レイヤ 3ドメインを作成します。

手順

レイヤ 3ドメインを設定するには、次の手順を実行します。

例：

<l3extDomP name="L3Dom">
<infraRsVlanNs tDn="uni/infra/vlanns-[vlanPool1]-dynamic" status=""/>
</l3extDomP>

次のタスク

フローティング L3Outを構成します。手順「REST APIを使用したフローティング L3Outの構
成（103ページ）」を参照してください。

REST APIを使用したフローティング L3Outの構成
このセクションでは、RESTAPIを使用してフローティングL3Outを構成する方法を示します。

手順

フローティング L3Outを構成するには：

例：

<fvTenant name="t1" status="">
<fvCtx name="inb"/>
<l3extOut name="l3out" status="">
<l3extRsL3DomAtt tDn="uni/l3dom-L3Dom"/>
<l3extInstP name="instPP">
<fvRsCons tnVzBrCPName="inb-mgmt-allow-all-contract"/>
</l3extInstP>
<l3extLNodeP name="borderLeaf">
<l3extRsNodeL3OutAtt tDn="topology/pod-1/node-101" rtrId="10.10.10.11" status=""/>
<l3extRsNodeL3OutAtt tDn="topology/pod-1/node-102" rtrId="10.10.10.12" status=""/>
<l3extRsNodeL3OutAtt tDn="topology/pod-1/node-103" rtrId="10.10.10.13" status=""/>
<l3extLIfP name="phyDom">
<l3extVirtualLIfP descr="" encap="vlan-638" nodeDn="topology/pod-1/node-101" mode="regular"
addr="11.11.11.11/24" ifInstT='ext-svi' status="">
<l3extRsDynPathAtt tDn="uni/phys-Floating-L3out" floatingAddr="11.11.11.12/24" status="">
<l3extIp addr="12.12.12.100/24" status=""/>
</l3extRsDynPathAtt>
<l3extIp addr="12.12.12.14/24" status=""/>
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</l3extVirtualLIfP>
</l3extLIfP>
</l3extLNodeP>
<l3extRsEctx tnFvCtxName="inb"/>
</l3extOut>
</fvTenant>

次のタスク

フローティング L3Out構成を確認します。

REST APIを使用したセカンダリ IPの構成
このセクションでは、REST APIを使用してセカンダリおよびフローティングセカンダリ IPを
構成する方法を示します。

手順

セカンダリおよびフローティングセカンダリ IPを構成するには、次の手順を実行します。
<l3extVirtualLIfP mtu="9000" addr="20.20.20.21/24" encap="vlan-1030" nodeDn="topology/pod-1/node-101"
ifInstT="ext-svi" status="">

<l3extIp addr=”11.11.11.1/24”/>
<l3extRsDynPathAtt tDn="uni/phys-physDom1" floatingAddr ="20.20.20.1/24">
<l3extIp addr=”11.11.11.2/24”/>

</l3extRsDynPathAtt>
</l3extVirtualLIfP>.

REST APIを使用した IPv4と IPv6で同じ VLANカプセル化
の構成

このセクションでは、同じ VMMドメインを使用して、IPv4と IPv6の両方のアドレスファミ
リに同じ VLANカプセル化を構成する方法を示します。

手順

IPv4と IPv6に同じ VLANカプセル化を構成するには：

<l3extOut enforceRtctrl="export" mplsEnabled="no" name="l3out1">
<l3extLNodeP name="l3out1_nodeProfile">
<l3extLIfP name="l3out1_interfaceProfile">
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<l3extVirtualLIfP addr="60.60.60.1/24" encap="vlan-100" nodeDn="topology/pod-1/node-101">
<l3extRsDynPathAtt floatingAddr="60.60.60.100/24" tDn="uni/vmmp-VMware/dom-vmmDom1"/>

</l3extVirtualLIfP>
</l3extLIfP>

<l3extLIfP name="l3out1_interfaceProfile2">
<l3extVirtualLIfP addr="2021::1/64" encap="vlan-100" nodeDn="topology/pod-1/node-101">

<l3extRsDynPathAtt floatingAddr="2021::100/64" tDn="uni/vmmp-VMware/dom-vmmDom1"/>
</l3extVirtualLIfP>

</l3extLIfP>
</l3extLNodeP>

</l3extOut>

上記の構成で使用されるアドレスの例は、IPv4の場合は 60.60.60.1、IPv6の場合は 2021::1です。VLANカ
プセル化は両方とも 100です。

REST APIを使用した ACI内部エンドポイントからフロー
ティング L3Outへの最適でないトラフィックの回避の構
成

このセクションでは、REST APIを使用してネクストホップ伝達と直接接続されたホストルー
トアドバタイジングを構成する方法を示します。

始める前に

次を設定する必要があります。

•ネクストホップ伝播させるには、フローティング L3Outが VMMドメインではなく、物理
ドメインにある必要があります。

• BD、EPG、および EPGと L3Out EPG間のコントラクト

手順

ステップ 1 ネクストホップ伝達を構成するには：

例：

<rtctrlSetNhUnchanged annotation="" childAction="" descr="" extMngdBy="" lcOwn="local"modTs="never"
name="" nameAlias="" rn="nhunchanged" status="created" type="nh-unchanged" uid="0"/>

ステップ 2 直接接続ホストルートアドバタイジングの構成：

例：

<l3extRsRedistributePol annotation="" childAction=""
dn="uni/tn-neo/out-neoL3Out/rsredistributePol-[sap-rtmap]-am" extMngdBy="" forceResolve="yes"
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lcOwn="local" modTs="never"monPolDn="" rType="mo" rn="" src="am" state="unformed" stateQual="none"
status="created"tCl="rtctrlProfile" tContextDn="" tDn="" tRn="" tType="name"
tnRtctrlProfileName="sap-rtmap" uid="0"/>

REST APIを使用したファブリックでルートを再配布する
ためのパスの最大数の構成

さらに多くのパスを設定できるようにする 2つのプロパティは、bgpCtxAfPolオブジェクトの
maxEcmpと maxEcmpIbgpです。これら 2つのプロパティを設定した後、実装の残り部分に反
映されます。ECMPポリシーは VRFレベルで適用されます。

次の例では、REST APIを使用して BGP最長パス機能を設定する方法の情報を提供します。

始める前に

次のフィールドの許容値については、Cisco APICドキュメンテーションページの『Verified
Scalability Guide for Cisco APIC』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/
cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/
tsd-products-support-series-home.html

手順

ファブリックでルートを再配布するためのパスの最大数を設定するには、以下のように登録します。

<fvTenant descr="" dn="uni/tn-t1" name="t1">
<fvCtx name="v1">

<fvRsCtxToBgpCtxAfPol af="ipv4-ucast" tnBgpCtxAfPolName="bgpCtxPol1"/>
</fvCtx>
<bgpCtxAfPol name="bgpCtxPol1" maxLocalEcmp="16"/>

</fvTenant>

REST APIを使用した複数のネクストホップの構成

手順

複数のネクストホップを構成するには、次を送信します。

<fvTenant dn="uni/tn-t1">
<rtctrlAttrP name="s1">

<rtctrlSetRedistMultipath/>
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</rtctrlAttrP>
</fvTenant>
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